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Ｒ
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高
校
壮
行
会 

 
 
 
 

〔
高
校
春
季
総
合
体
育
大
会
〕 

 

7
月 

 

荒
人
漈
〈
学
園
祭
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〕 
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Ｒ
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合
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育
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高
校
総
合
文
化
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〕 

 
 
 
 

 

中
学
生
徒
総
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軌
跡
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作
成 
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成
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〔
卒
業
式
〕 

 
 
 

 

球
技
大
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大
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高
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運
動
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近
畿
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等
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校
野
球 

滋
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県
大
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回
戦 
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２
回
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２ 
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３ 
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５ 
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叡
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陸
上
競
技
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<

滋
賀
県
高
等
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校
春
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総
合
体
育
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男
子
ハ
ン
マ
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投
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隼
司 

…
第
２
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綾
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畿
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２
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叡
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瀬 
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瀬 
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河
瀬 
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×
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津 
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回
戦
敗
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個
人
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４
回
戦
進
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・
前
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組 

 
 
 
 

３
回
戦
進
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髙
木
・
池
田
組 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

小
椋
・
矢
野
組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

西
堀
・
岩
本
組 

 
 

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会> 

予
選
リ
ー
グ 

河
瀬  

18 
×
 

10 

彦
根
工
業 

予
選
リ
ー
グ 

河
瀬  

24 
×
 

11 

八
幡
工
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準
々
決
勝 

 

河
瀬 

11 
×
 

20 

彦
根
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女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

<
滋
賀
県
高
等
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会> 

予
選
リ
ー
グ 

河
瀬 

 

９ 
×
 

13 

立
命
館
守
山 

準
々
決
勝 

 

河
瀬 

13 
×
 

14 

近
江 

 
 

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会> 

団
体 

 
 
 
 

河
瀬 
２ 

×
 

３ 

堅
田 

個
人 

シ
ン
グ
ル
ス 

 

川
島
伝
竜 

 
  

…
ベ
ス
ト
16 
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ブ
ル
ス 

川
島
・
鈴
木
ペ
ア 
…
ベ
ス
ト
６ 

 
 

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会> 

団
体 

 
 
 
  
 
 
 

河
瀬 

５ 
×
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伊
香 

 
 

 
  
 
 
  
 
 
 

河
瀬 

０ 
×
 

３ 

八
幡 

ダ
ブ
ル
ス 

 
 

松
嶌
・
賀
治
組 

 
 
 
 
 
 
 

和
田
・
山
本
組 

 
 
 
 
 
 
 

坂
東
・
中
山
組 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
  

…
２
回
戦
進
出 

シ
ン
グ
ル
ス 

 

加
藤
・
宝
田 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

…
２
回
戦
進
出 

 
 
 
 

 
 
 

 


 

サ
ッ
カ
ー
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会> 

１
回
戦 

 
 
 

河
瀬 

１ 
×
 

４ 

光
泉 

 

 

高
校
文
化
部 

 


 

放
送
部 

<

N

H

K
杯
放
送
コ
ン
テ
ス
ト> 
 

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
、
朗
読
部
門 

…
全
国
大
会
出
場 

３
年 

宇
野
ひ
か
り
、
岡
田
菜
摘 

…
優
秀
賞 

 
 
 
 

木
本
く
る
み 

 
 
 
 
 

…
優
良
賞 

２
年 

北
田
愛 

 
 
 
 
 
 
 

…
優
良
賞 

 
 

科
学
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
自
然
科
学
部
門 

春
季
大
会> 

（
第
38
回
近
畿
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

滋
賀
県
予
選
） 

化
学
研
究
発
表
部
門 

県
１
位
…
近
畿
総
文
出
場 

 
 

書
道
部 

<

読
売
新
聞
紙
上
書
道
展 

上
期>

 

 

１
年 
森
侑
希 

 
 

 
 

 
 
 
 

…
二
席 

 
 

生
徒
会
執
行
部 

日
本
生
徒
会
大
賞
２
０
１
８
「
活
動
賞
」 

     

中
学
運
動
部 

 


 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会>

 

河
瀬 

０ 
×
 

２ 

永
源
寺 

 

 
 

男
子
卓
球
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会> 

(

北
部
地
区
大
会) 

 
 
 
 
 
 
 
 

団
体 

 
 
 
 
 
 
 
 

…
５
位 

(

県
大
会) 

団
体 

 
 
 

河
瀬 

１ 
×
 

３ 

瀬
田
北 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

０ 
×
 

３ 

近
江
兄
弟
社 

…
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
敗
退 

 
 

女
子
卓
球
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会> 

(

北
部
地
区
大
会) 

団
体 

 
 
 
 
 
 
 
 

…
準
優
勝 

(

県
大
会) 

団
体 

 
 
 

河
瀬 

３ 
×
 

１ 

安
土 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

３ 
×
 

２ 

南
郷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
グ
ル
ー
プ
大
会
１
位 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

３ 
×
 

２ 

瀬
田
北 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

０ 
×
 

３ 

聖
徳 

…
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
３
位 



夏
季
大
会 

高
校
運
動
部 

 


 

硬
式
野
球
部 

<

第
100
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
滋
賀
大
会> 

２
回
戦 

 
 

河
瀬 

６ 
×
 

７ 

比
叡
山 

 
 

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

<

第
71
回
滋
賀
県
民
体
育
大
会> 

 

団
体
戦 

 
 

河
瀬 

０ 
×
 

３ 

彦
根
東 

個
人
戦 

 
 

10
ペ
ア
出
場 

１
、
２
戦
敗
退 

 
 

陸
上
競
技
部 

<

県
大
会> 

 

男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ 

 

川
西
隼
司 

…
第
２
位 

 

 

男
子
円
盤
投
げ 

 
 
 

北
川
亮
介 

…
第
４
位 

 

女
子
円
盤
投
げ 

 
 
 

国
門
沙
也
子
…
第
８
位 

<

ユ
ー
ス
選
手
権
大
会> 

 

２
年
男
子
円
盤
投
げ 
 

北
川
亮
介 

…
第
２
位 

…
近
畿
大
会
出
場 

 

１
年
男
子
110
ｍ
Ｈ 

 
 

福
山
青
志 

 

…
第
４
位 

 

１
年
女
子
や
り
投
げ 

 

辰
見
優
衣 

…
第
６
位 

   


 

剣
道
部 

<

第
71
回
滋
賀
県
民
体
育
大
会> 

男
子
団
体 

河
瀬 

１ 
×
 

３ 

光
泉 

女
子
団
体 

河
瀬 

２ 
×
 

３ 

立
命
館
守
山 

 

 
 

男
子
卓
球
部 

<

第
71
回
滋
賀
県
民
体
育
大
会> 

団
体
戦 

 

河
瀬 

１ 
×
 

３ 

大
津
商
業 

個
人
戦 

 

大
前
太
一 

 
 
 
 

…
ベ
ス
ト
16 

 
 

女
子
卓
球
部 

<

第
71
回
滋
賀
県
民
体
育
大
会> 

団
体
戦 

 

河
瀬 

３ 
×
 

１ 

石
山 

 
 
 
 
 

河
瀬 

３ 
×
 

１ 

虎
姫 

 
 
 
 
 

河
瀬 

０ 
×
 

３ 

水
口
東 

個
人
戦 

 
 

辻
川
心
菜 

 
 
 

…
ベ
ス
ト
32 

 
 
 
 
 
 

守
田
美
沙
樹 

 
 

…
ベ
ス
ト
32 

 
 

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

<

第
71
回
滋
賀
県
民
体
育
大
会> 

1
回
戦 

 
 

河
瀬
 

16 
×
 

11 
 

高
島 

準
々
決
勝 

河
瀬
 

18 
×
 

17 
 

彦
根
東 

準
決
勝 

河
瀬   

13 
×
 

29 
近
江
兄
弟
社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
第
３
位 

大
会
優
秀
選
手 

中
島
大
世
、
村
岸
勇
弥 

  


 

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

<

第
71
回
滋
賀
県
民
体
育
大
会> 

2
回
戦 

 

河
瀬 

４ 
×
 

１ 
 

湖
南
農
業 

3
回
戦 

 

河
瀬 

３ 
×
 

２ 
 

光
泉 

4
回
戦 

 

河
瀬 

１ 
×
 

３ 
 

八
幡 

…
ベ
ス
ト
８ 

 

高
校
文
化
部 

 


 

吹
奏
楽
部 

<

滋
賀
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
地
区
大
会> 

高
校
A
の
部 

金
賞 

代
表 

高
校
B
の
部 

金
賞 

<

滋
賀
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会> 

 

高
校
Ａ
の
部 

銅
賞 

<

滋
賀
県
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト> 

 
 
 
 
 
 

金
賞
…
県
代
表 

<

関
西
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト> 

 
 
 
 
 
 

銅
賞 

 
 

       



中
学
運
動
部 

 
 

剣
道
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
夏
季
総
合
体
育
大
会> 

男
子
個
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

…
二
回
戦
敗
退 

 
 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

<

夏
季
ブ
ロ
ッ
ク
大
会>  

河
瀬 

０ 
×
 

２ 

甲
良 

河
瀬 

０ 
×
 

２ 
稲
枝 

河
瀬 

０ 
×
 

２ 

豊
日 

 


 

男
子
卓
球
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
夏
季
総
合
体
育
大
会> 

(

ブ
ロ
ッ
ク
大
会) 

 
 
 
 

団
体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
優
勝 

(

県
大
会
ト
ー
ナ
メ
ン
ト)

 

…
ベ
ス
ト
４ 

団
体 

 
 
 
 

河
瀬 

３ 
×
 

１ 

野
洲 

 
 
 
 
 
 

 

河
瀬 

３ 
×
 

２ 

石
山 

 
 
 
 
 
 

 

河
瀬 

３ 
×
 

０ 

高
穂 

(

県
大
会
決
勝
リ
ー
グ) 

団
体 

 
 
 

 

河
瀬 

３ 
×
 

２ 

兄
弟
社 

 
 
 
 
 
 

 

河
瀬 

３ 
×
 

２ 

皇
子
山 

 
 
 
 
 
 

 

河
瀬 

１ 
×
 

４ 

聖
徳 

 
 
 
 
 
 
 

…
準
優
勝
、
近
畿
大
会
出
場 

 

(

県
大
会) 

個
人 

 

有
本
幸
平 

 
 

…
ベ
ス
ト
16 

 
 

女
子
卓
球
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
夏
季
総
合
体
育
大
会> 

(

ブ
ロ
ッ
ク
大
会) 

団
体 

 
 
 
 
 
 
 

…
優
勝 

(

県
大
会
ト
ー
ナ
メ
ン
ト) 

団
体 

 
 
 

河
瀬 

３ 
×
 

１ 

志
賀 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

２ 
×
 

３ 

甲
南 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
県
ベ
ス
ト
８ 

(

県
大
会) 

個
人 

 

立
岡
真
歩 

 

…
５
位 

 
 
 
 

西
村
知
夏 

 

…
７
位 

 
 
 
 
 

以
上
２
名
、
近
畿
大
会
出
場 

 
中
学
文
化
部 

 


 

吹
奏
楽
部 

<

滋
賀
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
地
区
大
会> 

 

中
学
校
Ａ
の
部 

 
 
 

金
賞
…
代
表 

<

滋
賀
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会> 

 
 

中
学
校
Ａ
の
部 

 
 

  

銀
賞 

   

                           



秋
季
大
会 

高
校
運
動
部 

 


 

硬
式
野
球
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

１
回
戦 

 
 
 
 

河
瀬 

３ 
×
 

４ 

草
津 

 


 

陸
上
競
技
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

男
子
個
人 

 
 

円
盤
投
げ 

北
川
亮
介 
…
3
位 

女
子
個
人 

 
 

200
ｍ 

冨
江
陽
菜
…
準
決
勝
進
出 

 


 

剣
道
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

男
子
団
体 

 

河
瀬 

３ 
×
 

０ 

水
口
東 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

５ 
×
 

０ 

立
命
館
守
山 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

０ 
×
 

５ 

比
叡
山 

 

…
ベ
ス
ト
８ 

  

女
子
団
体 

 

河
瀬 

１ 
×
 

３ 

石
山  

 
 

 
 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
剣
道
優
勝
大
会> 

男
子
団
体 

  
 

河
瀬 

３ 
×
 

１ 

八
日
市 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

１ 
×
 

３ 

草
津
東 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

…
ベ
ス
ト
８ 

女
子
団
体 

 

河
瀬 

０ 
×
 

３ 

八
日
市 

 


 

男
子
卓
球
部 

 
<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

団
体
         

河
瀬 

２ 
×
 

３ 

瀬
田
工
業 

 
 

女
子
卓
球
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

学
校
対
抗  

１
回
戦  

河
瀬 

３ 
×

 

０ 

石
山 

 
 
  

準
々
決
勝 

河
瀬 

０ 
×
 

３ 

滋
賀
学
園 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
ベ
ス
ト
８
、
近
畿
大
会
出
場 

シ
ン
グ
ル
ス 

１
年 

辻
川
心
菜
・
守
田
美
沙
樹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
ベ
ス
ト
32 

<

第
33
回
近
畿
高
等
学
校
新
人
卓
球
大
会> 

１
回
戦 

 
 

  

河
瀬 

０ 
×
 

３ 

常
翔
学
園 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

大
阪) 

 
 

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

(

２
部
ト
ー
ナ
メ
ン
ト) 

１
回
戦 

 
 
  

河
瀬 

 

５ 
×
 

０ 

石
部 

２
回
戦 

 
 
  

河
瀬 

 

０ 
×
 

３ 

米
原 

 
 


 

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

(

２
部
ト
ー
ナ
メ
ン
ト) 

１
回
戦 

 
    

河
瀬  

５ 
×
 

０ 
 

伊
香 

２
回
戦 

 
    

河
瀬 

０ 
×
 

３ 
 

守
山
北 

 

 
 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

１
回
戦 

 
 
  

河
瀬 

60 
×
 

63 

石
山 

 
 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

１
回
戦 

 
 
 

河
瀬 

72 
×
 

40 

甲
西 

２
回
戦 

 
 
 

河
瀬 

69 
×
 

37 

草
津 

３
回
戦 

 
 

河
瀬 

36 
×
 

87 

八
幡
商
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
ベ
ス
ト
16 

 
 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

予
選
グ
ル
ー
プ
戦 

 
 

河
瀬 

対 

能
登
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

25 
×
 

６ 

25 
×
 

６ 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦 

河
瀬 

対 

彦
根
翔
西
館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

24 
×
 

26 

20 
×
 

25 

 
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
大
育
大
会> 

団
体   

１
回
戦 

河
瀬 

０ 
×
 

３ 

甲
西 

個
人  

    

３
回
戦
進
出 

 
 
 

 

坂
本
・
前
田
組 

  



 
 

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

予
選
リ
ー
グ 

 
 

河
瀬 

37 
×
 

17 

安
曇
川 

 
 
 
 
 
 
 

 

河
瀬 

38 
×
 

19 

彦
根
工
業 

…
予
選
リ
ー
グ
１
位 

準
々
決
勝 

 
 
 

河
瀬 
14 

×
 

19 

彦
根
東 

 

大
会
優
秀
選
手 

中
村
龍
翔 

 
 

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

予
選
リ
ー
グ 

 
  

河
瀬 

11 
 ×

 

28 
立
命
館 

 
 
 
 
 
 
 
 

河
瀬 

53 
 ×

 
 

４ 

愛
知 

シ
ー
ド
決
定
リ
ー
グ 河

瀬 

８ 
 
×
 
 

20 

近
江 

 
 
 
 
 
 
 
 

河
瀬 

 

23 
 ×

 
 

７ 

大
津
商
業 

 
 

サ
ッ
カ
ー
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

１
回
戦 

 
 
 
  
 

河
瀬 

０ 
×
 

３ 

長
浜
農
業 

       

高
校
文
化
部 

 
 

写
真
部 

<

第
39
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

写
真
部
門>

 

２
年
６
組 

小
嶋
章
斗 

 
 

題
名 

「
ｗ

a

g

a

s

a
」 

佳
作 


 

放
送
部 

<

第
39
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

放
送
部
門> 

<

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門> 

２
年
１
組 

北
田
愛
…
次
年
度
全
国
総
文
祭
推
薦 

 

２
年
１
組 

北
田
愛          

…
第
２
位 

 

２
年
５
組 

集
治
友
雅   

 
 

…
第
４
位 

 
 

E

S

S
部 

<
第
35
回 

全
国
商
業
高
等
学
校 

 

 

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト 

滋
賀
県
大
会> 

 

暗
唱
部
門 

 
 

１
年
６
組 

 
 

池
永
侑
生 

 
 
 

…
最
優
秀
賞 

 

１
年
４
組 

酒
井
凪
砂   

 
 

…
最
優
秀
賞 

<
e
i
su 

文
芸
カ
ッ
プ
２
０
１
８ 

第
３１
回
英
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト 

英
語
弁
論
部
門> 

 

２
年
３
組 

森
田
康
裕 

       
…
銀
賞 

<

第
８
回 

岐
阜
女
子
大
学
主
催
「
英
語
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
」
コ
ン
テ
ス
ト> 

 

１
年
４
組 

 

酒
井
凪
砂 

 
 
 

…
優
秀
賞 

 

１
年
６
組 

池
永
侑
生 

 
 
  

…
奨
励
賞 

 
 

科
学
部 

<

第
62
回
学
生
科
学
展 

県
展> 

 

佳
作
「
間
伐
に
よ
る
森
林
土
壌
の
変
化 

～
サ
サ
ラ
ダ
ニ
か
ら
見
る
森
林
環
境
～
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
部
全
体
と
し
て
の
学
校
賞 

 

<

第
39
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
然
科
学
部
門
秋
季
大
会> 

(

第
72
回
滋
賀
県
自
動
生
徒
科
学
研
究
発
表
大
会) 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
間
伐
に
よ
る
森
林
土
壌
の
変
化 

 

～
サ
サ
ラ
ダ
ニ
か
ら
見
る
森
林
環
境
～
」 

…
滋
賀
県
教
育
長
賞 

１
位 

 
 

美
術
部 

<

第
39
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

美
術
・ 

工
芸
部
門> 

 
 

２
年
５
組 

國
司
真
音 

 
  

 
 

…
第
43
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

(

2019
さ
が
総
文)

へ
の
選
出 


 

書
道
部 

<

第
67
回
彦
根
市
美
術
展
覧
会> 

 
 

３
年
１
組 

田
中
莉
穂 

 

…
次
世
代
芸
術
奨
励
賞 

<

読
売
新
聞
紙
上
書
道
展 

下
期> 

   

１
年
５
組 

森
侑
希 

 
 
 
 
 

…
二
席 

  



中
学
運
動
部 

 
 

剣
道
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 
 

男
子
個
人 

 
 
 
 
 

…
ベ
ス
ト
16 

 
 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

河
瀬 

42 
×
 

38 

多
賀 

河
瀬 

10 
×
 

66 
中
央 

 
 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

<

秋
季
ブ
ロ
ッ
ク
大
会>

 

 
 
 
 

 

河
瀬 

0 
 
×
 
 

2 

彦
根
東 

 
 
 
 
 
  
 
 

河
瀬 

0 
×
 

2 

彦
根
南 

 
 
 
 
 

河
瀬 

0 
×
 

2 

彦
根
西 

 


 

軟
式
野
球
部 

<

近
畿
秋
季
少
年
軟
式
野
球
大
会> 

 
 
 
 

 

河
瀬 

５ 
×
 

３ 

豊
日 

 
 

男
子
卓
球
部 

<

彦
根
市
総
合
体
育
大
会> 

団
体 
 
 
 
 
 
 
 

…
優
勝 

個
人 

 

阪
東
巧 

 
 

…
準
優
勝 

小
浦
日
向 

 

…
ベ
ス
ト
８ 

寺
本
悠
人 

 

…
ベ
ス
ト
８ 

仲
野
平
祐 

 

…
ベ
ス
ト
８ 

<

滋
賀
県
中
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

団
体 

 
 
 
 
 
 
 

…
５
位 

個
人 

 

田
中
朝
陽 

 

…
４
位 

 
 
 
 

阪
東
巧 

 
 

…
６
位 

 
 

女
子
卓
球
部 

<

彦
根
市
総
合
体
育
大
会> 

団
体 

 
 
 
 
 
 
 

…
優
勝 

個
人 
 

磯
貝
侑
菜 

 

…
準
優
勝 

<

滋
賀
県
中
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

団
体 

 
 
 
 
 
 
 

…
優
勝 

-

個
人 

 

磯
貝
侑
菜 

 

…
３
位 

 
中
学
文
化
部 

 


 

写
真
部 

<

第
39
回
滋
賀
県
総
合
文
化
祭 

田
中
碧 

「
山
門
水
源
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
」 

 

…
優
秀
賞 

<

第
66
回
ニ
ッ
コ
ー
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト> 

 

二
木
愛
菜 

「
風
と
お
ど
る
」 

   
…
入
選 

   


 

書
道
部 

<

第
60
回
大
東
文
化
大
学
全
国
書
道
展> 

 

中
島
彩
弥 

…
大
東
書
道
大
賞 

 
 



 

『軌
跡
』に
よ
せ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
長 

 
 
 

小
梶
健
一  

 
 

最
近
ｅ-

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
正
確
に
記
す
と
、
《elect

ro
nic po

rtfo
rio

》と
な
り
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
日
々
の

学
習
や
活
動
の
記
録
を
電
子
化
し
た
も
の
で
す
。
提
出

し
た
レ
ポ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
・先
生
方
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
・

部
活
動
や
課
外
活
動
の
記
録
な
ど
を
Ｉ
Ｔ
機
器
を
駆

使
し
て
蓄
積
し
、
本
人
や
先
生
方
で
デ
ー
タ
を
共
有
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。 

 
 

大
学
入
試
に
も
、
ｅ-

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
提
出
を

求
め
ら
れ
る
話
も
出
て
い
ま
す
が
、
現
実
的
に
は
、
も

う
少
し
時
間
を
か
け
て
、
高
校
時
代
の
実
績
が
ど
の
よ

う
に
受
験
に
反
映
さ
れ
て
い
く
の
か
を
見
定
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 
 

こ
の
『軌
跡
』も
、
部
活
動
の
記
録
と
し
て
、
長
年
に

わ
た
り
本
校
で
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
意

味
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
世
間
よ
り
一
歩
先
ん
じ

て
進
め
て
き
た
と
言
え
ま
す
。
同
じ
学
校
の
仲
間
同
士

が
、
部
活
動
の
結
果
を
振
り
返
り
な
が
ら
切
磋
琢
磨
を

続
け
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
学
校
全
体
の
活
性
化
を
期

待
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
今
年
度
は
ど
ん
な
ペ
ー
ジ
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
結
果
の
背
後
に
は
、
厳
し
い
練
習
や
軋
轢
な

ど
、
様
々
な
苦
労
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
結
果
だ
け
で
は

な
く
、
文
字
で
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
プ
ロ
セ
ス
に
も
想

い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
も
う
一
度
振
り
返
り
、
更
な
る

向
上
の
道
を
歩
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

  

『自
分
を
信
じ
る
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
校
生
徒
会
会
長 

 

山
本
瑚
子 

  

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
春
か
ら
始
ま
る
、
新
し
い
生
活
に
は
期
待
や
不
安

が
つ
き
も
の
で
す
ね
。
「部
活
を
が
ん
ば
り
た
い
」「勉
強

に
力
を
入
れ
た
い
」な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
で
ス
タ

ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
い
ざ
慣
れ
な
い
環
境
の
中
に
入
っ
て
み
る
と

人
間
関
係
で
悩
ん
だ
り
、
頑
張
っ
て
い
て
も
思
い
通
り
に

行
か
な
か
っ
た
り
と
、
問
題
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
私
自
身
そ
ん
な
経
験
を
し
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
私
が
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は
「
自
信
を

持
て
る
こ
と
を
探
し
て
み
る
」こ
と
で
す
。
部
活
を
続
け

て
い
る
こ
と
、
大
き
な
声
を
出
せ
る
こ
と
、
笑
顔
を
振
り

ま
け
る
こ
と
、
気
を
配
れ
る
こ
と
、
何
で
も
い
い
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
「私
は
こ
れ
が
で
き
る
」と
い
う
一
つ

の
こ
と
で
、
自
信
が
つ
き
、
困
難
な
状
況
を
打
開
す
る
工

夫
を
、
見
つ
け
出
す
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、

友
達
と
意
見
が
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た

と
し
て
も
、
「大
丈
夫
、
私
は
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
」と

い
う
自
信
が
あ
れ
ば
、
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出

来
た
り
、
視
野
を
広
げ
て
、
自
分
の
意
見
を
考
え
直
す

こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

ま
た
、
新
し
い
生
活
、
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
の
経
験

は
必
ず
次
の
自
分
に
活
き
て
き
ま
す
。
私
は
こ
の
河
瀬

高
校
で
の
生
活
で
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と
の

日
々
の
中
で
、
新
し
い
こ
と
を
知
る
喜
び
を
感
じ
、
学
校

生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

  

『自
分
の
力
』 

 

高
校
副
生
徒
会
長 

中
島
有
彩 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
河
瀬
高
校
へ。
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
受
験
と
い
う
大
き
な
壁
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
皆
さ
ん
に
は
、
た
く
さ
ん
の

力
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
校
と
い
う
ス
テ

挨
拶 



ー
ジ
で
は
新
た
な
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。 中

学
生
の
頃
と
は
違
っ
た
校
舎
や
友
達
、
先
生
、
授

業
な
ど
始
め
は
慣
れ
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
こ
と
は
順
応
力

や
適
応
力
に
繋
が
り
ま
す
。
こ
れ
は
学
校
と
い
う
場
面

だ
け
で
は
な
く
、
社
会
で
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
も
、
活

き
て
く
る
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高
校
を
卒
業
し

た
後
に
進
学
し
た
大
学
、
就
職
に
つ
い
た
職
場
… 

生

き
て
い
く
上
で
新
た
な
環
境
に
出
会
う
場
面
は
、
こ
の

先
も
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
は
上
手
く
い
く

事
ば
か
り
で
は
な
く
、
困
難
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
は
、
こ
の
学
校
で
身
に
つ
け
た
力
を
も

と
に
、
自
分
な
り
に
、
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
出

来
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

３
年
と
い
う
月
日
は
、
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
だ

と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
力
を
身
に
つ
け
る
か
は
、
皆
さ
ん

個
人
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
一
日
一
日
を
大
切
に
、

充
実
し
た
学
校
生
活
を
、
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
本
校
の
校
訓
「志
成
」と
い
う
言
葉
を

も
と
に
、
こ
の
河
瀬
高
校
で
過
ご
す
時
間
を
楽
し
ん
で

下
さ
い
。 

   

『後
悔
』 

高
校
生
徒
会
副
会
長 

平
田 

崚
将 

  
 

い
よ
い
よ
、
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
義
務

教
育
を
終
え
、
今
ま
で
に
な
い
よ
う
な
環
境
の
中
で
、

期
待
や
不
安
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
高

校
で
は
、
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
計
画
を
立
て
た
り
、
実

行
し
て
い
く
機
会
も
格
段
に
増
え
て
い
き
ま
す
。 

 
 

そ
ん
な
と
き
に
、
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「後
悔
」で
す
。
「後
悔
」と
聞
く
と
、

あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
は
湧
い
て
来
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
広
辞
苑
に
よ
る
と
、
後
悔
―
前
に
し
た
事
を
後

に
な
っ
て
悔
い
る
こ
と
―
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
ら

計
画
立
て
、
実
行
し
た
こ
と
で
得
ら
れ
る
一
番
の
収
穫

は
、
こ
の
「後
悔
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「も
っ
と
良
く

で
き
た
」「こ
こ
が
ノ
ー
マ
ー
ク
だ
っ
た
」と
思
う
こ
と
が
一

番
の
学
び
で
あ
り
、
次
へ
進
む
た
め
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ

と
な
る
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
「次
は
こ
う
し
よ
う
」
と
新

た
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。 

 
 

み
な
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
こ
の
河
瀬
高
校
で
、
と
て
も

多
く
の
事
を
経
験
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
「後
悔
」し
て
く
だ
さ

い
。
だ
だ
し
、
「後
悔
」の
ま
ま
で
は
な
く
、
必
ず
次
に
生

か
せ
る
反
省
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
、
皆
さ
ん
を
新

た
な
世
界
へと
導
い
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。 

『初
志
貫
徹
』  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
学
生
徒
会
会
長  

前
田 

優
大 

  

新
入
生
の
皆
さ
ん
。
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
中
学
校
生
活
に
期
待
し

て
い
る
反
面
、
不
安
や
あ
せ
り
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。  

 

そ
ん
な
時
に
、
私
が
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
「初
志
貫
徹
」で
す
。
「初
志
貫
徹
」と
は
、
「初
め
の

志
を
貫
き
通
す
こ
と
」で
す
。
勉
強
も
部
活
も
、
つ
ら
く

感
じ
る
と
き
は
絶
対
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
初

め
の
志
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
初
め
の
志
を
忘
れ

ず
、
貫
く
こ
と
は
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

仲
間
と
共
に
協
力
し
、
諦
め
ず
に
志
を
達
成
し
て
ほ
し

い
で
す
。 

 

河
瀬
中
学
校
は
、
他
の
学
校
と
は
違
う
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
有
意
義
な
学
校

生
活
に
な
る
と
思
い
ま
す
。  

 

そ
ん
な
み
な
さ
ん
を
、
生
徒
会
執
行
部
は
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。  

 

こ
れ
か
ら
の
、
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。 

 

 



『起
死
回
生
』  

 
 

中
学
生
徒
会
副
会
長 

 

㕝
子
裕
史 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
思
い

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

僕
が
中
学
校
で
大
切
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
は 

「
失
敗
し
て
も
諦
め
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
学

校
で
は
、
小
学
校
よ
り
自
分
の
力
を
発
揮
し
て
、
何
か

を
や
り
遂
げ
る
と
い
う
場
面
が
増
え
ま
す
。 

例
え
ば
、
一
学
期
だ
と
、
三
回
考
査
が
あ
り
ま
す
。

勉
強
方
法
を
工
夫
し
て
、
た
く
さ
ん
努
力
し
た
人
と
、

そ
う
で
な
い
人
と
の
差
が
少
し
ず
つ
出
て
き
ま
す
。
そ
こ

で
、
自
分
な
り
の
努
力
を
し
な
い
人
は
、
授
業
に
つ
い
て

い
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
授
業
が
難
し
く
諦
め

そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
で

諦
め
ず
し
っ
か
り
努
力
す
る
こ
と
で
、
「起
死
回
生
」
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
部
活
動
も
自
分
で
や
り
遂
げ
る
場
面
の
ひ
と

つ
で
す
。
部
活
動
で
は
特
に
自
分
の
力
が
生
き
て
き
ま

す
。
友
達
以
上
の
仲
間
も
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
高
い
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
も
、

諦
め
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。 

「高
け
れ
ば
高
い
壁
の
ほ
う
が
登
っ
た
と
き
気
持
ち
い

い
も
ん
な
」と
い
う
歌
詞
も
あ
る
よ
う
に
、
壁
を
登
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
人
間
関
係

を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
諦
め
ず
頑
張
る
事
が

中
学
校
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
で
き
る
か
を
決
め
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
乗
り
越
え
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
友
達
と

協
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
た
く
さ
ん
の
経
験
を
生

か
し
、
悪
い
状
況
か
ら
脱
出
し
「起
死
回
生
」す
る
こ
と

で
、
人
は
よ
り
成
長
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

皆
さ
ん
も
諦
め
ず
に
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
て
、
成
長

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

こ
の
河
瀬
中
学
校
は
高
校
生
と
合
同
で
行
う
荒
人

漈
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
学
習
や
百
人
一
首
大
会
な
ど
た
く
さ

ん
の
経
験
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
面
を
生

か
し
て
、
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

生
徒
会
一
同
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
学
校
生
活
を
送

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

  

『チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
』 

中
学
生
徒
会
副
会
長 

 
寺
本 

悠
人 

 
 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
生
活
に
、
い
ろ
い
ろ
な
ワ
ク
ワ

ク
や
不
安
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

僕
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
で

き
ま
す
。
例
え
ば
、
委
員
会
活
動
の
時
、
立
候
補
し
て
、

活
動
を
通
し
て
、
自
分
は
変
わ
っ
た
と
思
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
実
際
に
、
委
員
会
に
入
っ
て
み
て
、
小
学
校

と
の
違
い
や
、
自
分
が
変
わ
っ
た
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
僕
は
、
そ
こ
か
ら
、
な
に
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
僕
自
身
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
失

敗
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
自
分
の
た
め
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
う
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
こ
の
河
瀬
中
学
校
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。 河

瀬
中
学
校
で
は
、
新
し
い
こ
と
に
出
会
う
機
会
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、
あ
の
時
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
学
校
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
生
徒
会
一
同
、
皆
さ
ん
を
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 



〈活
動
内
容
〉 

＊
活
動
時
間
・・・主
に
毎
日
（毎
週
火
曜
日
オ
フ
） 

＊
場
所
・・・グ
ラ
ウ
ン
ド 

〈主
な
活
動
〉 

 

僕
た
ち
硬
式
野
球
部
は
、
最
後
の
大
会
で
あ
る
夏
季

総
体
に
向
け
て
個
人
で
目
標
や
、
課
題
を
見
つ
け
て

日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

具
体
的
な
練
習
は
、
外
部
活
な
の
で
天
候
に
左
右
さ

れ
ま
す
が
、
１
年
を
通
し
て
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
体

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
技
術
練
習
を
中
心
に
日
々
練
習
を

し
て
い
ま
す
。 

 

〈部
員
〉 

 

部
員
…
２
年
生
…
８
人 

 

 

１
年
生
…
８
人 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
…
２
人 

 

早
期
入
部 

…
２
人 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
…
１
人 

  

 

  

〈新
入
生
へ〉 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
僕
た
ち
硬
式
野
球
部
は
、
一
人
一
人
が
意
識
が
高

く
、
質
の
よ
い
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
毎
日
の

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
僕
た
ち
と
野
球
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
自
分
で

課
題
や
目
標
を
見
つ
け
て
練
習
に
取
り
組
む
の
は
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
の
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

野
球
を
通
じ
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
高
校
生
活
を
送
り

ま
し
ょ
う
。 

〈活
動
成
績
〉 

春
季
総
体 

 

一
回
戦
…
河
瀬
13
対
4
守
山 

 

二
回
戦
…
河
瀬
3
対
2
野
洲 

 

三
回
戦
…
河
瀬
3
対
5
比
叡
山 

夏
季
総
体 

 

一
回
戦
…
河
瀬
6
対
7
比
叡
山 

秋
季
総
体 

 

一
回
戦
…
河
瀬
3
対
4
草
津
（延
長
十
三
回
） 

〈卒
業
生
へ〉 

 

今
ま
で
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
と

野
球
が
一
緒
に
で
き
て
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

先
輩
方
と
過
ご
し
た
部
活
動
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
日
々

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
長
い
よ
う
で
短
い
時
間
で
し
た
が

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

〈最
後
に
〉 

 

高
校
野
球
は
、
人
生
の
中
で
一
回
し
か
経
験
で
き
ず
、

ま
た
、
人
と
し
て
と
て
も
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
大
変
な
部
活
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
経
験
は

決
し
て
無
駄
に
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
僕

た
ち
と
一
緒
に
野
球
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

    

 
 
 

硬
式
野
球
部 



活
動
内
容 

日
時
・・・平
日
放
課
後[
月
曜off] 

 
 
 
 
 

休
日
練
習
か
試
合 

 [

場
所]

・・・グ
ラ
ウ
ン
ド 

 [

主
な
活
動]

・・・僕
た
ち
は
毎
週
試
合
を
向
か
え
る
な

か
で
、
そ
の
試
合
を
全
員
で
振
り
返
り
、
次
の
試
合
に

向
け
て
、
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 [

新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ] 

今
の
サ
ッ
カ
ー
部
は
先
輩
が
お
ら
ず
、
１
年
生
が
主

体
の
と
て
も
若
い
チ
ー
ム
で
す
。
そ
の
た
め
な
か
な
か
試

合
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
着
々
と
成
長
し
て
き

て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
は
難
し
い
で
す
が
、
難
し
い
中
に
、

楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
サ
ッ
カ
ー
に
興
味
が

あ
る
人
や
、
本
気
で
サ
ッ
カ
ー
を
や
り
た
い
人
、
ど
ん
な

人
で
も
大
歓
迎
で
す
。
僕
た
ち
と
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

  

[

先
輩
方
へ] 

先
輩
方
に
は
、
短
い
間
で
し
た
が
、
と
て
も
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
の
お
か
げ
で
、
今
の
チ
ー
ム
が
あ

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と
成
長

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
練
習
に
と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。 

  

 

   

     [

大
会
成
績] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
３
０
年
度
春
季
総
体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

１
回
戦 

光
泉 

 

１
対
４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
３
０
年
度
秋
季
大
会 

 
 
 
 
 

１
回
戦 

長
浜
農
業 

０
対
３ 

  [

２
部
リ
ー
グ
戦] 

光
泉 

 
 
 
 
 

０
対
７ 

 
 
 

八
幡
商
業 

 
 

０
対
９ 

 
 
 

八
日
市 

 
   

０
対
４ 

 
 
 

虎
姫  

 
   

 

０
対
１
４ 

 
 
 

立
命
館
守
山  

 

０
対
５ 

 
 
 

長
浜
北 

 
  

 

２
対
５ 

     

 
 
 

サ
ッ
カ
ー
部 



 
 
 

《活
動
内
容
》 

活
動
日
時 

平
日
は
放
課
後 

（水
曜
日
は
基
本
的
に
休
み
） 

休
日
は
半
日
練
習 

（試
合
も
あ
り
） 

活
動
場
所 

体
育
館 

（火
曜
、
金
曜
は
外
練
習
し
て
中
練
習
） 

  
 
 

《部
活
紹
介
》 

 

僕
た
ち
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
秋
の
敗
北
を
バ
ネ

に
次
の
公
式
戦
で
は
『県
ベ
ス
ト
８
』を
勝
ち
取
れ
る
よ

う
に
、
厳
し
い
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
各
自
が
課

題
を
持
ち
、
そ
の
課
題
を
克
服
で
き
る
よ
う
に
切
磋
琢

磨
、
努
力
し
て
い
ま
す
。 

       
 
 
 

 

   
 

 
 

              
 
 

《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

僕
た
ち
バ
ス
ケ
部
は
先
輩
後
輩
の
壁
が
な
く
、
と
て
も

仲
良
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
各
自
が
上
を
目
指
し
て
し

て
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
た
時
の
チ

ー
ム
メ
イ
ト
の
歓
喜
の
声
は
、
と
て
も
感
動
し
ま
す
。
フ

ィ
ー
ル
ド
と
観
客
が
一
体
と
な
る
瞬
間
を
、
あ
な
た
も

味
わ
っ
て
見
ま
せ
ん
か
。 

 

経
験
者
は
も
ち
ろ
ん
、
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
！
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
大
募
集
し
て
い
ま
す
！ 

ぜ
ひ
、
僕
た
ち

と
と
も
に
花
咲
く
高
校
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
！ 

  
 
 

《先
輩
方
へ》 

 

先
輩
方
に
は
、
二
年
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
ま

だ
何
も
知
ら
な
い
僕
た
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
日
一
日
は
と
て
も
意
味

が
あ
り
、
充
実
し
て
い
た
な
と
今
で
も
感
じ
て
い
ま
す
。

試
合
の
時
は
、
し
っ
か
り
自
分
の
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ

を
指
摘
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
と
て
も
頼
も
し
か
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
度
は
自
分
が
チ
ー
ム
を
支
え

る
立
場
に
な
り
、
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。
先
輩
を
追
い
越
せ
る
よ
う
、
精
一
杯
努

力
し
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
ま
た

い
つ
で
も
体
育
館
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！ 

      

《活
動
成
績
》 

春
季
総
体 

一
回
戦 

河
瀬
１１０-

４１
長
浜
農
業 

 
 
 
 
 
 
 

二
回
戦 

河
瀬
４２-

９５
比
叡
山 

秋
季
総
体 

一
回
戦 

河
瀬
６０-

６３
石
山 

レ
イ
ク
ス
タ
ー
ズ
前
座
試
合 

 

河
瀬
４５-

36
瀬
田
工
業 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 



 
 
 
 
 

活
動
内
容 

*

活
動
場
所 

 
 

月
曜
日
・・・休
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

火
曜
日
・・・奇
数
日
・外 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他
・・・体
育
館 

 *

部
員
数 

 
 
 

１
年
生
・・・５
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
年
生
・・・８
人 

 *

主
な
活
動
内
容 

 

私
た
ち
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
ベ
ス
ト
８
に
入

る
こ
と
を
目
標
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
年

の
秋
季
総
体
で
八
幡
商
業
高
校
に
負
け
、
ベ
ス
ト
８
の

目
標
へ
の
道
の
り
は
長
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
の

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
今
は
ベ
ス
ト
16
で
す
が
、
上
を
目
指

し
全
員
で
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 

新
入
生
の
皆
さ
ん 

 
 
 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、 

 
 
 

私
た
ち
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
よ
り
良
い

内
容
で
勝
つ
チ
ー
ム
を
目
指
し
て
、
日
々
練
習
し
て

い
ま
す
。
少
な
い
人
数
で
す
が
、
個
人
、
チ
ー
ム
の
課

題
に
向
き
合
っ
て
解
決
し
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
私
た
ち
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
メ
ン
タ

ル
面
、
生
活
面
、
礼
儀
な
ど
日
常
生
活
や
社
会
で
の

大
切
な
こ
と
も
学
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

練
習
は
厳
し
く
、
意
見
が
ぶ
つ
か
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
き

の
達
成
感
に
は
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
１
年
生
、
２

年
生
と
も
仲
が
よ
く
雰
囲
気
の
良
い
部
活
で
す
。 

 
 

経
験
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
初
心
者
の
方
や
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
希
望
の
方
、
誰
で
も
大
歓
迎
で
す
。
私
た
ち

と
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。  

 
   

先
輩
方 

 
 

先
輩
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩

方
と
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ら
い

と
き
や
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
、
い
つ
で
も
引

っ
張
っ
て
い
た
だ
い
た
先
輩
方
に
い
つ
も
助
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
新
チ
ー
ム
に
な
っ
て
半
年
が
経
ち
慣
れ
て
き

ま
し
た
が
や
っ
ぱ
り
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
く
大
変
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

先
輩
方
に
教
え
て
も
ら
っ
た
事
を
忘
れ
ず
に
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

活
動
成
績 

 
 
 
 

春
季
総
体
・・・ベ
ス
ト
１６ 

 
 
 
 

秋
季
総
体
・・・ベ
ス
ト
１６ 

 
 
 

彦
根
市
市
民
総
体 

 
 
 
 
 

・・・一
般
の
部
・１
位 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 



《
活
動
内
容
》 

 
 
 

 
 

場
所
・・・グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 
 
 
 
 
 

雨
天
→
校
舎
内 

 
 

日
時
・・・放
課
後
、
土
曜
日 

 

内
容 

大
会
で
よ
り
良
い
成
績
を
残
す
た
め
、
日
々
の
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
練
習
は
ハ
ー
ド
な
と
き
も
あ
り
ま
す

が
雰
囲
気
は
と
て
も
明
る
く
練
習
し
や
す
い
環
境
で
す
。 

 

夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
の
際
に
は
、
他
校
と
の
合
同

練
習
が
あ
り
ま
す
。
能
力
や
体
力
を
つ
け
る
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
人
や
環
境
に
触
れ
る
と
い
う
経
験
も
で
き

ま
す
。 

      

 

《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

御
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

陸
上
競
技
は
体
の
基
礎
的
な
動
作
を
極
め
る
た
め
、
ほ

か
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
運
動
を
あ

ま
り
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
方
で
も
、
取
り
組
め
る
競

技
で
す
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
上
達
で
き
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
相
応
の
練
習
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
と
練

習
を
積
み
重
ね
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
達
成
し
ま
し

ょ
う
。 

 

私
た
ち
は
初
心
者
、
経
験
者
問
わ
ず
歓
迎
し
ま
す
。
興

味
を
持
っ
た
方
は
是
非
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
来
て
み
て
く
だ

さ
い
。 

           

  

《先
輩
方
へ》 

御
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

普
段
か
ら
親
し
く
接
し
て
い
た
だ
き
、
時
に
厳
し
く
ご

指
導
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

を
、
今
現
在
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

大
会
で
は
、
数
々
の
感
動
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

ね
。
先
輩
方
が
引
退
さ
れ
た
今
、
そ
の
感
動
を
後
輩
に

も
見
せ
ら
れ
る
よ
う
、
一
生
懸
命
、
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

              

 
 
 

陸
上
競
技
部 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活
動
内
容 

○
活
動
日
時
…
平
日
（火
～
金
）２
時
間
程
度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

休
日
（土
日
の
う
ち
片
方
） 

・半
日
練 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・遠
征 

○
活
動
場
所
…
武
道
場 

○
部
員
（高
校
二
年 

三
名 

一
年 

九
名 

 
 
 
 
 
 

中
学 

二
年 

三
名
） 

計
十
五
名 

○
活
動
紹
介 

 

私
た
ち
剣
道
部
は
近
畿
大
会
出
場
を
目
標
に
、
顧
問

の
先
生
の
指
導
の
下
、
自
分
た
ち
で
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え

個
々
の
課
題
を
見
つ
め
な
が
ら
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
外
で
の
合
同
稽
古
、
練
習
試
合
に
行
き
チ

ー
ム
と
し
て
の
力
を
高
め
て
い
ま
す
。
中
高
、
男
女
合

同
で
活
動
し
て
お
り
と
て
も
仲
の
良
い
部
活
で
す
！
比

較
的
休
み
の
日
も
多
く
、
短
時
間
で
集
中
し
て
活
動
す

る
た
め
勉
強
と
の
両
立
も
充
分
に
可
能
で
す
。 

    

○
最
近
の
成
績 

男
子
団
体 

平
成
二
十
八
年
度 

 
 
 

秋
季
大
会 

３
位 

 
 
 

春
季
大
会 

ベ
ス
ト
８ 

 
 
 

県
体 

ベ
ス
ト
８ 

 
 
 

優
勝
大
会 

ベ
ス
ト
８ 

近
畿
大
会
出
場 

 

平
成
三
十
年
度 

 
 
 

秋
季
総
体 

ベ
ス
ト
８ 

 
 
 

優
勝
大
会 

ベ
ス
ト
８ 

              

○
先
輩
方
へ 

 

今
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
が
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
と
て
も
楽
し
く
剣
道
が
で

き
ま
し
た
。
先
輩
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
昨

年
惜
し
く
も
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
近
畿
大
会
出
場

に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。 

 

○
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
剣
道
を
通
し
て
高

校
生
活
を
充
実
さ
せ
ま
せ
ん
か
。
剣
道
と
聞
く
と
難
し

そ
う
、
大
変
そ
う
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
奥
が
深
く
と
て
も
面
白
い
競
技
で
す
。
剣

道
で
培
っ
た
経
験
は
、
勉
強
や
普
段
の
生
活
で
も
役
に

立
つ
の
で
必
ず
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
ま
す
。 

◎
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
中
学
、
高
校
か
ら
始
め
た
部

員
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

◎
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
大
募
集
で
す
。
仕
事
も
簡
単
で
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
部
員
一
同
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
！ 

     

 
 
 
 

剣
道
部 



 

＋
活
動
内
容
＋ 

○
活
動
日
時
・・・平
日
・休
日 

○
活
動
場
所
・・・体
育
館(
水
曜
日
は
外) 

○
主
な
活
動
の
紹
介 

私
た
ち
は
、
「県
大
会
ベ
ス
ト
８
」を
目
標
に
、
日
々
の

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
練
習
で
は
基
本
を
大
切
に
し
、

学
年
関
係
な
く
教
え
合
い
を
し
な
が
ら
チ
ー
ム
全
体
の

上
達
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
武
器
で
あ
る
サ

ー
ブ
、
課
題
で
あ
る
サ
ー
ブ
カ
ッ
ト
を
意
識
し
た
メ
ニ
ュ

ー
を
中
心
に
練
習
し
て
い
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

＋
新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ＋ 

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 
 

私
た
ち
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
九
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
一

人
の
計
十
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
練
習
で
は
自
分

た
ち
で
教
え
合
い
す
る
こ
と
が
多
く
、
先
輩
後
輩
関

係
な
く
何
で
も
言
い
合
え
る
関
係
で
あ
り
、
お
互
い

に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。 

経
験
者
は
も
ち
ろ
ん
、
初
心
者
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も

大
歓
迎
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し

ま
せ
ん
か
？
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
体
育
館
を
覗

き
に
着
て
く
だ
さ
い
！ 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

＋
先
輩
方
へ＋ 

 

先
輩
方
過
ご
し
た
日
々
は
、
楽
し
か
っ
た
時
、
辛
か
っ

た
時
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
思
い
出

で
す
。
今
の
私
た
ち
の
チ
ー
ム
が
あ
る
の
は
、
先
輩
方
の

丁
寧
な
指
導
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
先
輩
方
の
部
活
に

取
り
組
む
姿
は
、
私
た
ち
の
目
標
で
す
。
ま
た
い
つ
で
も

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

   

＋
活
動
成
績
＋ 

○
春
季
総
体
○ 

 

・予
選
リ
ー
グ 

 
 
 
 
 
 
 

本
校
１-

２
安
曇
川 

 
 
 
 
 
 
 

本
校
２-

０
能
登
川 

 

・決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

 
 
 
 
 
 
 

本
校
２-

０
虎
姫 

 
 
 
 
 
 
 

本
校
０-

２
近
江 

○
秋
季
総
体
○ 

 

・予
選
リ
ー
グ 

 
 
 
 
 
 
 

本
校
２-

０
能
登
川 

 

・決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

 
 
 
 
 
 
 

本
校
０-

２
彦
根
翔
西
館 

  

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 



 

★
活
動
内
容 

 
 

○
活
動
日
時
・・・・・・月
、
火
、
木
、
金
、
土
、
日 

 
 

○
活
動
場
所
・・・・・・格
技
場 

 
 

○
部
員
数
・・・・・・・・三
年 

 
 
 
 
 
 
 

十
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
年 

 
 
 
 
 
 
 

二
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
年 

 
 
 
 
 
 
 

八
人 

   

★
練
習
に
つ
い
て 

 
 
 

平
日
は
十
八
時
ま
で
、
休
日
は
三
時
間
の
練
習
を

 

行
っ
て
い
ま
す
。
平
日
は
一
時
間
の
居
残
り
練
習
も 

 

可
能
で
す
。
平
日
に
使
え
る
卓
球
台
は
二
台
と
少 

 

 

な
く
、
練
習
時
間
も
短
い
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

 

れ
て
外
練
を
し
た
り
短
い
時
間
の
中
で
も
効
率
的
に 

 

練
習
が
で
き
る
よ
う
に
部
員
全
員
で
ア
イ
デ
ア
を
出 

 

し
合
っ
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
休
日
は
練
習
試

 

合
や
大
会
等
に
も
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
近
畿
大

 

会
出
場
と
い
う
目
標
に
向
け
て
毎
日
練
習
に
励
ん
で

 

い
ま
す
。 

 

★
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 
 
 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
も

 
 

う
入
学
す
る
部
活
動
を
決
め
て
い
ま
す
か
。
も
し 

 
 

卓
球
に
興
味
が
あ
っ
た
り
や
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い

 
 

る
人
は
ぜ
ひ
一
度
見
学
や
体
験
に
来
て
み
て
く
だ
さ

 
 

い
。
卓
球
は
や
っ
て
み
る
と
見
た
目
以
上
に
難
し
く

 
 

て
奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ぜ
ひ
私
た
ち
と
一
緒 

 
 

に
卓
球
を
し
ま
し
ょ
う
。
経
験
者
で
も
初
心
者
で
も

 
 

大
歓
迎
で
す
。 

  

★
先
輩
方
へ 

 
 
 

今
ま
で
私
た
ち
を
し
っ
か
り
と
ま
と
め
て
く
だ
さ

 
 

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
輩
方
か
ら
は
卓

 
 

球
の
技
術
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
わ 

 
 

り
ま
し
た
。
先
輩
方
に
教
わ
っ
た
こ
と
を
も
と
に
今
、

   

私
た
ち
は
部
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
先
輩
方
は 

 
 

私
た
ち
後
輩
の
憧
れ
で
も
あ
り
、
見
本
で
し
た
。
先

 
 

輩
方
に
教
わ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
私
た
ち
も
先
輩

 
 

方
の
よ
う
に
後
輩
た
ち
か
ら
憧
れ
ら
れ
る
よ
う
な 

 
 

先
輩
に
な
り
、
よ
り
よ
い
部
を
作
り
、
私
た
ち
の
目

 
 

標
で
あ
る
近
畿
大
会
出
場
を
達
成
で
き
る
よ
う
努

 
 

力
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

★
活
動
成
績 

 
 
 

滋
賀
県
春
季
高
校
総
体
卓
球
競
技 

 
 
 
 
 

シ
ン
グ
ル
ス 

ベ
ス
ト
３２ 

 
 
 
 
 

ダ
ブ
ル
ス 

 

ベ
ス
ト
３２ 

 
 
 

県
民
体
育
大
会
卓
球
競
技 

 
 
 
 
 

シ
ン
グ
ル
ス 

ベ
ス
ト
１６ 

 
 
 

滋
賀
県
秋
季
高
校
総
体
卓
球
競
技 

 
 
 
 
 

シ
ン
グ
ル
ス 

ベ
ス
ト
３２ 

 

 

 

 
 
 

男
子
卓
球
部 



○
部
活
動
に
つ
い
て 

  

・活
動
日
時
…
月
、
火
、
木
、
金
の
放
課
後 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
、
日
、
祝
日
の
半
日
練
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
は
練
習
試
合 

 

・活
動
場
所
…
武
道
場 

 

・部
員
数
…
高
校
二
年 

二
名 

 
 
 
 
  

 
 

高
校
一
年 

七
名 

 
 
 
 
 
 
  

中
学
三
年
（早
期
入
部
） 

四
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計
十
三
名 

 

私
た
ち
女
子
卓
球
部
は
、
ベ
ス
ト
４
を
全
体
の
目
標

と
し
、
ま
た
個
人
の
目
標
も
持
ち
な
が
ら
「み
ん
な
で
」

強
く
な
れ
る
よ
う
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

練
習
中
や
休
憩
中
な
ど
に
、
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
し

あ
っ
た
り
、
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
指
摘
し
あ
っ
た
り
、

ま
た
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
も
み
ん
な
で
考
え
、
全
員
が
強
く
な

れ
る
よ
う
、
一
試
合
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
、
全
員
で

助
け
合
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

○
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
た
ち
女
子
卓
球
部
は
、
総
勢
十
三
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
卓
球
は
、
高
校
か
ら
は
じ
め
る
の
は
難
し
そ

う
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
初
心
者
、
経
験
者
、
誰
で
も
大
歓
迎
で
す
！ 

実
際
高
校
か
ら
は
じ
め
た
人
も
い
ま
す
。 

卓
球
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
女
子
卓
球
部
に
来

て
く
だ
さ
い
！ 

  

○
先
輩
方
へ 

先
輩
方
は
い
つ
も
優
し
く
堂
々
と
し
て
い
て
、
皆
に
優

し
く
し
て
く
だ
さ
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
い
つ
で
も
教

え
て
く
れ
る
私
に
と
っ
て
の
一
つ
の
目
標
で
あ
り
、
憧
れ

で
し
た
。 

先
輩
方
が
引
退
し
て
、
新
体
制
と
し
て
整
っ
て
き
て

数
ヶ
月
経
っ
た
今
で
も
先
輩
方
が
い
た
頃
を
思
い
出
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
本
当
に
自
分
の
中
で
先
輩
方

の
存
在
が
大
き
か
っ
た
ん
だ
な
ぁ
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

先
輩
方
が
い
た
日
々
の
練
習
も
、
み
ん
な
で
行
っ
た

大
会
も
私
に
と
っ
て
は
い
い
思
い
出
で
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○
活
動
成
績 

  
 

・滋
賀
県
春
季
高
校
総
体 

 
 
 
 
 
 

ダ
ブ
ル
ス 

近
畿
大
会
出
場 

 

小
梶
莉
都 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 

北
川
真
愛 

  
 

・県
民
体
育
大
会 

 
 
 
 
 
 

学
校
対
抗 

ベ
ス
ト
８ 

  
 

・滋
賀
県
秋
季
高
校
総
体 

 
 
 
 
 
 

学
校
対
抗 

ベ
ス
ト
８ 

 
 
 
 
 
 

ダ
ブ
ル
ス 

ベ
ス
ト
１
６ 

 
 

守
田
美
沙
樹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

北
川
真
愛 

  
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

女
子
卓
球
部 



＊
活
動
内
容
＊ 

 

○
活
動
日
時 

 
 

平
日
・土
曜
日
（日
曜
日
） 

 

○
活
動
場
所 

 
 

プ
ー
ル
横
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

  

＊
活
動
紹
介
＊ 

 

私
た
ち
は
、
大
会
で
一
つ
で
も
多
く
勝
ち
上
が
る
た

め
に
日
々
試
合
を
意
識
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
チ
ー

ム
の
仲
間
と
共
に
励
ま
し
合
い
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、

基
礎
練
習
を
中
心
に
し
つ
つ
、
応
用
も
含
め
て
強
化
し

て
い
ま
す
。 

 

先
輩
方
の
引
退
後
、
力
の
限
り
戦
い
、
全
力
を
尽
く

し
て
努
力
す
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
「力
戦
奮
闘
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

現
在
、
一
・
二
年
二
十
名
と
い
う
少
人
数
で
す
が
、

力
を
合
わ
せ
て
毎
日
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

  

＊
新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ＊ 

 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に

つ
い
て
知
ら
な
い
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
河
瀬
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
は
初
心
者
の
部
員
が
多
い
の
で
、
テ
ニ
ス
に

つ
い
て
全
然
知
ら
な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。
プ
レ
ー
ヤ
ー

だ
け
で
な
く
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
募
集
し
て
い
る
の
で
、

少
し
で
も
テ
ニ
ス
に
興
味
の
あ
る
人
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に

来
て
下
さ
い
。
私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
い
テ
ニ
ス
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。 

 

＊
先
輩
方
へ＊ 

 
 

今
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
辛
い
と
き
や
し
ん

ど
い
と
き
に
は
、
た
く
さ
ん
の
声
か
け
を
く
だ
さ
り
、
い

つ
も
笑
顔
で
優
し
く
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

先
輩
か
ら
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
チ
ー
ム

を
ま
と
め
引
っ
張
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
身
を
も
っ
て
今

感
じ
て
い
ま
す
。
私
が
先
輩
の
よ
う
に
な
り
た
い
！
と

感
じ
た
よ
う
に
、
後
輩
に
も
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。 

い
つ
で
も
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
先
輩
方
を
待
っ
て
い
る
の

で
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
！
こ
れ
か
ら
の
先
輩
の
ご

活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

＊
大
会
成
績
＊ 

 
 

○
春
季
大
会 

 
 
 

団
体 

河
瀬 

１
ー
２ 

草
津 

 
 
 

個
人 

西
田
・前
田
組 

四
回
戦
進
出 

  

○
夏
季
大
会 

 
 
 

団
体 

河
瀬 

０
ー
３ 

彦
根
東 

  

○
秋
季
大
会 

 
 
 

団
体 

河
瀬 

０
ー
３ 

甲
西 

 

 

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 



●
活
動
内
容 

 

〈日
時
〉 

平
日
・・・放
課
後
練
習 

 
 
 
 
 

休
日
・・・半
日
練
習
・練
習
試
合 

〈場
所
〉・・・グ
ラ
ン
ド
・体
育
館 

〈活
動
人
数
〉・・・二
年
十
三
人
、
一
年
三
人 

我
々
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
春
季
総
体
で
三
位

以
上
に
入
り
、
近
畿
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
目
標
に

日
々
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
近
畿
大
会
に
出

場
す
る
た
め
に
、
我
々
は
、
チ
ー
ム
全
員
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。 

 

練
習
や
試
合
を
通
じ
て
、
今
自
分
た
ち
に
欠
け
て
い

る
と
こ
ろ
・不
足
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
お
互

い
に
話
し
合
っ
て
、
練

習
内
容
を
決
め
て
い

ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
日
々
の
練
習

の
質
を
高
め
、
大
会

で
結
果
を
残
せ
る
為

に
、
チ
ー
ム
全
員
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

●
新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ 

 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
さ
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
「良
さ
」を
知
っ
て
い
ま
す

か
。 ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
は
、
「飛
ぶ
・投
げ
る
・走
る
」こ
の
３
つ

の
要
素
が
メ
イ
ン
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
中
で
も
「飛
ぶ
」は

他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
の
大
き
な
魅
力
で
す
。 

飛
ん
で
、
シ
ュ
ー
ト
を
打
つ
。
そ
の
か
っ
こ
良
さ
・
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
さ
に
見
て
い
る
人
は
ひ
き
つ
け
ら
れ
ま
す
！ 

そ
し
て
、
プ
レ
ー
を
し
て
る
自
分
自
身
が
そ
の
楽
し

さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！ 

僕
た
ち
と
一
緒
に
、
こ
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
魅
力
を
味

わ
い
ま
し
ょ
う
！ 

 

●
先
輩
方
へ 

 

今
ま
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

先
輩
方
が
教
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
意

識
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
先
輩
方
が
作

り
あ
げ
た
チ
ー
ム
よ
り
も
、
さ
ら
に
良
い
チ
ー
ム
に
な
る

よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

●
活
動
成
績 

○
平
成
三
十
年
度
春
季
総
体 

 
 
 
 
 

予
選
リ
ー
グ 

 

河
瀬
１８━

１０ 

彦
根
工
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

河
瀬
２４━

１１ 

八
幡
工
業 

 
 
 
 
 

準
々
決
勝 

 
 

河
瀬
１１━

２０ 

彦
根
東 

○
平
成
三
十
年
度
夏
季
大
会 

 
 
 
 
 

一
回
戦 

 
 

  

河
瀬
１６━

１１
高
島 

 
 
 
 
 

準
々
決
勝 

 
 

河
瀬
１８━

１７
彦
根
東 

 
 
 
 
 

準
決
勝 

  
 

河
瀬
１３━

２９
近
江
兄
弟
社 

 
 
 
 
 

☆
第
３
位 

 

優
秀
選
手
・・・中
島
大
世 

村
岸
勇
弥 

 
 

○
平
成
三
十
年
度
秋
季
総
体 

 
 
 
 

予
選
リ
ー
グ    

河
瀬
３７━

１７
安
曇
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

  

河
瀬
３８━

１９
彦
根
工
業 

 
 
 
 

準
々
決
勝     

河
瀬
１４━

１９
彦
根
東 

 
 
 
 

☆
ベ
ス
ト
８  

 

優
秀
選
手
・・・中
村
龍
翔 

         

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 



《 

部
活
説
明 
》 

 

★
活
動
場
所 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・体
育
館
（水
曜
日
） 

 

★
活
動
日
時 

放
課
後
・土
日 

 

★
部
員
数 

高
２ 

６
人 

 
 
 
 
 
 
 

高
１ 

７
人 

 
 
 
 
 
 
 

中
３ 

２
人 

  

《 

活
動
成
績 

》 

・滋
賀
県
春
季
総
合
体
育
大
会 

 
 

河
瀬 

９ 

― 

１３ 

立
命
館
守
山 

 
 

河
瀬 

１３ 

― 

１４ 

近
江 

 

・滋
賀
県
秋
季
総
合
体
育
大
会 

 
 

河
瀬 

11 

― 

２８ 

立
命
館
守
山 

 
 

河
瀬 

５３ 

― 

４ 

愛
知 

 
 

河
瀬 

８ 

― 

１８ 

近
江 

 
 

河
瀬 

２３ 

― 

７ 

大
津
商
業 

《 

主
な
活
動
内
容 

》 

 

私
た
ち
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
春
季
総
合
体
育
大

会
で
県
1
位
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
元
気
に
楽
し

む
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
他
校
と
練
習
試
合
を
行
い
、
本
番
の
試
合
に

向
け
た
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー
を
磨
く
だ
け
で

な
く
、
礼
儀
な
ど
の
人
間
性
を
高
め
、
チ
ー
ム
み
ん
な

で
成
長
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

        

《 

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

》 

 

新
1
年
生
の
皆
さ
ん
、 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
部
員
の
多
く
が
高
校
か
ら
始
め
た
初
心

者
で
す
が
、
み
ん
な
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
元
気
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
よ
く
知
ら
な
い
人
や
、

初
心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
、
私
た
ち
と
一
緒
に

楽
し
く
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
し
ま
せ
ん
か
？ 

《 

先
輩
方
へ 

》 

 

先
輩
方
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

何
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
私
た
ち
に
、
一
か
ら
丁
寧
に
教

え
て
く
だ
さ
り
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
元
気

で
面
白
く
、
と
き
に
は
厳
し
い
先
輩
方
の
お
か
げ
で
私

た
ち
も
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

河
瀬
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
を
、
よ
り
よ
い
チ
ー
ム
に
し

て
い
き
ま
す
。 

 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
一
同
、
こ
れ
か
ら
の
先
輩
方
の
益
々

の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

               

 
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 



●
活
動
内
容 

 

☆
月
・火(

奇)

・木
・土
日
の
ど
ち
ら
か
→
中
練
習 

 

☆
火(

偶)

・金
→
外
練
習 

 

※
大
会
前
日
な
ど
は
土
日
両
方
と
も
活
動 

 

●
活
動
時
間 

 

☆
平
日
→
放
課
後
～
１９
時
ま
で 

☆
土
日
→
９
時
～
１３
時
ま
で 

 
 
 
 
 

１３
時
～
１７
時
ま
で 

 ●
部
員 

☆
3
年
生
→
14
人 

 
 

☆
2
年
生
→
16
人 

 
 

☆
1
年
生
→
22
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
40
名 

 

●
活
動
内
容 

 

私
た
ち
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
毎
年
近
畿
大
会
出

場
、
県
三
位
を
目
標
に
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
毎
年
行
わ
れ
る
大
会
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
存

分
に
成
果
を
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
・チ
ー
ム
の
目

標
に
向
か
っ
て
精
一
杯
プ
レ
ー
し
ま
す
。
ま
た
他
校
と
の

練
習
試
合
も
多
く
あ
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
い
な
が

ら
自
分
の
技
術
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。
試
合
・
練
習
を

重
ね
て
、
心
身
と
も
に
日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。 

 

●
進
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
は
、
楽
し
く
、
一
生
懸
命
、
互

い
を
高
め
あ
い
な
が
ら
活
動
で
き
る
、
そ
ん
な
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
初
心
者
で
も
大
歓
迎
で

す
！
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
自
分
の
努
力
次
第
で
ど
こ
ま
で

も
上
手
く
な
れ
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
興
味
を
持
っ

た
人
は
、
一
度
体
育
館
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
大
歓
迎
で
す
！ 

 
●
先
輩
方
へ 

 

先
輩
方
が
毎
日
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
指
導
し
て
頂

い
た
お
か
げ
で
毎
日
楽
し
く
、
積
極
的
に
取
り
組
む
事

が
出
来
ま
し
た
。
先
輩
方
が
プ
レ
ー
す
る
姿
は
本
当
に

か
っ
こ
よ
く
て
、
私
た
ち
の
憧
れ
で
す
。
そ
ん
な
姿
に
少

し
で
も
近
づ
け
る
様
に
、
毎
日
の
練
習
を
大
切
に
、

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
成
長
し
た
姿

を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！ 

 

こ
れ
か
ら
の
先
輩
方
の
ご
活
躍
を
、
心
よ
り
願
っ
て
い

ま
す
。 

 

 

●
活
動
成
績 

☆
春
季
総
体 

ダ
ブ
ル 

１
ペ
ア 

 

ベ
ス
ト
８ 

 

シ
ン
グ
ル 

１
人 

 

ベ
ス
ト
16 

 
 

１
人 

 
 

ベ
ス
ト
32 

 

☆
秋
季
総
体 

団
体 

     

二
回
戦
進
出 

                  

 
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 



部
員
数 

○
プ
レ
イ
ヤ
ー 

高
校
二
年
生 

十
二
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
年
生 

九
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
学
三
年
生 
六
名 

活
動
内
容 

○
活
動
日 

…  

月
・水 

外
練
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

火
・金 

中
練
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
・日 

(

半
日) 

中
練
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木 
 
 

休
み 

 

○
活
動
場
所 

… 

外
練
習 

昇
降
口
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
練
習 

体
育
館 

 

○
主
な
活
動
内
容 

 

私
達
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
公
式
戦
大
会
ベ
ス
ト

８
以
上
を
目
標
に
し
、
日
々
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
・基
本
を
中
心
と
し
た
練
習
の
他
に
、
試
合
形
式

の
実
践
的
な
練
習
も
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
他
校
と
の
練
習
試
合
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
普

段
と
は
違
う
シ
ョ
ッ
ト
を
受
け
、
実
際
の
試
合
を
想
定

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

   

活
動
成
績 

○
滋
賀
県
民
体
育
大
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
回
戦 

河
瀬
３-

２
光
泉 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
回
戦 

河
瀬
１-

３
八
幡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
ベ
ス
ト
⑧ 

 

○
秋
季
総
体 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
回
戦 

河
瀬
５-

０
伊
香 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
回
戦 

河
瀬
０-

３
守
山
北 

 

新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ 

新
高
校
一
年
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

私
達
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
団
体
ベ
ス
ト
８
以
上

を
目
指
し
て
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
経
験
者

は
も
ち
ろ
ん
初
心
者
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
共
に
大
歓
迎
で

す
。 

私
達
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
た
人
は
、
是
非
気
軽
に
私

達
の
活
動
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

   

  

先
輩
方
へ 

 

今
ま
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
が
引

退
さ
れ
て
か
ら
、
部
活
を
ま
と
め
る
こ
と
の
大
変
さ
、 

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
、
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
先
輩
方
が
目
標
に
さ
れ
て
い
た
、
団
体
ベ
ス
ト

８
以
上
を
達
成
す
る
た
め
、
部
員
一
同
練
習
に
取
り
組

み
、
良
い
結
果
報
告
が
先
輩
方
に
出
来
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
是
非
、
部
活
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。 

 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 



《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
た
に
始
ま
る
学
校
生
活
に
大
き
な
期
待
と
希
望
を

持
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
吹
奏
楽

部
は
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
と
も
に
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
全
員
で
一
つ
の
音
楽
を
作
り
上
げ
る
喜

び
や
、
言
葉
で
は
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
感
動
は

吹
奏
楽
な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
。
皆
さ
ん
の
中
に
は
「楽

譜
が
読
め
な
い
か
ら
」「自
分
に
は
音
楽
の
才
能
が
な
い

か
ら
・・・」な
ど
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

音
楽
が
好
き
で
楽
し
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば

誰
で
も
楽
器
を
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に

高
校
か
ら
吹
奏
楽
を
始
め
て
い
る
部
員
も
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
定
期
演
奏
会
や
地
域
の
依
頼
演
奏
な
ど
、

吹
奏
楽
部
で
し
か
経
験
で
き
な
い
よ
う
な
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
す
。
経
験
者
は
も
ち
ろ
ん
、
初
心
者
の
皆
さ

ん
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
私
た
ち
吹
奏
楽
部
の
活

動
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

  

《活
動
紹
介
》 

○
活
動
日
時 

高
校 

平
日
放
課
後
十
九
時
ま
で
（木

曜
は
休
み
、
大
会
前
の
み
あ
り
） 

土
日
九
～
十
七
時

ま
で
（月
に
２
日
以
上
休
み
あ
り
） 

 

中
学 

平
日
放
課
後
か
ら
完
全
下
校
時
刻
ま
で
（
木

曜
は
休
み
） 

土
日
九
～
十
七
時
（日
曜
は
原
則
休
み
） 

○
活
動
場
所 

各
Ｈ
Ｒ
教
室
・音
楽
室 

○
部
員
人
数 

高
校 

一
年
二
十
七
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
年
三
十
人 

 

計
五
十
七
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
学 

一
年
十
一
人 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
年
十
九
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年
十
三
人 

 

計
四
十
三
人 

 

○
活
動
内
容 

 

私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
、
五
月
に
行
う
定
期
演
奏
会
を

始
め
、
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
依
頼
演
奏
、
パ
レ
ー
ド
な
ど

様
々
な
行
事
に
参
加
し
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
河
瀬
高
校
吹
奏
楽
部
の
特
徴
と
い
え
ば
、
演
奏

を
し
な
が
ら
色
々
な
隊
形
を
作
る
マ
ー
チ
ン
グ
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
隊
形
の
一
部
分
と
な
り
全
身
を
使
っ
て

音
楽
を
表
現
し
ま
す
。
見
に
来
て
く
だ
さ
る
方
の
心
を

つ
か
ん
で
離
さ
な
い
演
奏
・演
技
を
目
指
し
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

時
に
は
自
分
た
ち
の
思
う
よ
う
に
演
奏
で
き
な
か
っ

た
り
、
仲
間
と
の
衝
突
に
苦
悩
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
大
き
な
達
成
感
や
充
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

部
活
動
で
す
。
ま
た
中
高
の
交
流
も
深
く
、
一
緒
に
練

習
す
る
こ
と
も
あ
り
、
定
期
演
奏
会
な
ど
を
通
し
て
中

高
の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。 

《先
輩
方
ヘ
》 

 

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

先
輩
方
が
引
退
さ
れ
私
た
ち
が
吹
奏
楽
部
を
引
っ
張

っ
て
い
く
立
場
と
な
り
ま
し
た
。
九
月
か
ら
新
体
制
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
全
体
を
上
手
く
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
ず
、
自
分
た
ち
の
力
不
足
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
先
輩
方
の
偉
大
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ

て
い
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
歴
代
の
先
輩
に

恥
じ
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
し
て
今
よ
り
も
っ
と
成
長
し
た
姿
を
お
見
せ

し
、
安
心
し
て
卒
業
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
部
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
の
先
輩
方
の

益
々
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。  

 
 
 
 

吹
奏
楽
部 



《活
動
成
績
》 

◇
滋
賀
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

中
学 

 
 
 

打
楽
器
三
重
奏 

金
賞
受
賞 

県
代
表 

 

高
校 管

打
八
重
奏 

 
 

金
賞
受
賞 

◇
関
西
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

 

中
学 

 
 
 

打
楽
器
三
重
奏 

金
賞
受
賞 
関
西
代
表 

◇
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

 

中
学 

 
 
 

打
楽
器
三
重
奏 

金
賞
受
賞 

◇
中
部
日
本
個
人
・重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会 

 

中
学 

 

管
打
八
重
奏 

 
 

金
賞
受
賞 

 

フ
ル
ー
ト
三
重
奏 

金
賞
受
賞 

 

高
校 

 
 
 

打
楽
器
七
重
奏 

金
賞
受
賞 

県
代
表 

 
 
 

木
管
五
重
奏 

 
 

金
賞
受
賞 

◇
中
部
日
本
個
人
・重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
本
大
会 

 

高
校 

    

打
楽
器
七
重
奏 

銀
賞
受
賞 

◇
第
二
十
三
回
定
期
演
奏
会
～
風
の
巡
り
～ 

◇
み
ど
り
の
愛
護
の
つ
ど
い 

参
加 

 

◇
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー 

ド
リ
ー
マ
ー
ズ
・オ
ン 

・ス
テ
ー
ジ 

出
場 

◇
吹
奏
楽
祭 

参
加 

◇
滋
賀
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
地
区
大
会 

 

中
学
Ａ
の
部 

金
賞
受
賞 

代
表 

 

高
校
Ｂ
の
部 

金
賞
受
賞 

 

高
校
Ａ
の
部 

金
賞
受
賞 

代
表 

◇
滋
賀
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会 

 

中
学
校
の
部 

銀
賞
受
賞 

 

高
校
の
部 

 

銅
賞
受
賞 

◇
滋
賀
県
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト 

 

高
校
の
部 

金
賞
受
賞 

県
代
表 

◇
関
西
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト 

 
高
校
の
部 

銅
賞
受
賞 

※
こ
の
他
に
も
、
依
頼
演
奏
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

《楽
器
紹
介
》 

◇
フ
ル
ー
ト
・ピ
ッ
コ
ロ 

◇
オ
ー
ボ
エ 

◇
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト 

◇
フ
ァ
ゴ
ッ
ト 

◇
コ
ン
ト
ラ
バ
ス 

◇
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト 

◇
ホ
ル
ン 

◇
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン 

◇
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム 

◇
チ
ュ
ー
バ 

◇
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン 

※
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
種
類
の
楽
器
が
あ
り
ま
す
。 

 



 
 

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

新
高
校
一
年
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
美
術
部
は
、
「
ど
の
よ
う
に
上
手
に
描
く
か
」

と
い
う
よ
り
も
、
「ど
う
す
れ
ば
自
分
の
想
い
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
」と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
、
制
作
を

し
て
い
ま
す
。 

 

制
作
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
悩
む
こ
と
も
、

苦
し
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
、
個

性
豊
か
な
部
員
た
ち
と
支
え
あ
い
、
乗
り
越
え
て
き
ま

し
た
。 

 

絵
を
描
く
こ
と
が
す
き
、
何
か
を
表
現
し
て
み
た
い
、

と
い
う
思
い
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
、
美
術
部
に
見
学

に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

 

 
 

先
輩
方
へ 

 

二
年
半
の
間
、
お
疲
れ
様
で
し
た
！
お
二
人
の
抜
群

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
た
く
さ
ん
の
後
輩
を
ま
と
め
る
姿

は
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。 

 

ま
た
、
展
覧
会
で
の
搬
入
や
搬
出
、
合
宿
や
高
文
祭

な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
私
た
ち
に
「み
ん

な
で
創
り
上
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
」を
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
先
輩
方
の
お
か
げ
で
、
充
実
し
た
楽
し
い

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
そ
の

意
志
を
受
け
継
ぎ
、
み
ん
な
が
楽
し
く
活
動
で
き
る
良

い
部
活
に
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
先
輩
方
も

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！ 

  
 

活
動
内
容 

○
活
動
日
時
…
月
、
水
、
金 

 

全
員
活
動
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（無
断
欠
席
厳
禁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

火
、
木 

 
 
 

自
由
活
動
日 

 
 
 
 

※
基
本
５
時
ま
で
（６
時
半
ま
で
延
長
可
） 

展
覧
会
前
の
土
日
は
活
動
可 

○
活
動
場
所
…
美
術
室
（中
学
生
も
一
緒
に
活
動
） 

○
年
間
活
動
（平
成
29
年
度
） 

 

四
月 

三
月
の
展
覧
会
発
表
作
品
の
校
内
展
示 

 
 
 
 
 

新
入
生
入
部
→
木
炭
デ
ッ
サ
ン 

 

五
月 

文
化
祭
に
向
け
て
準
備
、
制
作 

 

六
月 

 
 
 
↓  

 

七
月 

文
化
祭
（上
旬
） 

 
 
 
 
 

校
内
で
風
景
ス
ケ
ッ
チ
の
練
習 

 

八
月 

ス
ケ
ッ
チ
合
宿 

 

九
月 

河
瀬
駅
に
て
作
品
展
示 

 
 
 
 
 

滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
準
備
、
制
作 

 
 
 
 
 
 
 

↓ 

 

十
月 

滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（下
旬
） 

十
一
月 

三
月
の
展
覧
会
の
準
備
、
制
作 

十
二
月 

ガ
ン
バ
ル
ひ
こ
ね
の
生
徒
た
ち
展 

 

三
月 

Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｈ 

 
 
 
 
 

Ａ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（二
校
美
術
部
合
同
展
覧
会
） 

 

活
動
成
績 

 

２
０
１
９
年
度 

 
 

全
国
高
文
祭
滋
賀
県
代
表
選
出
（一
点
） 

 

 
 
 
 

美
術
部 



 <

作
品
紹
介>

 

 

 



  

《活
動
内
容
》 

○
活
動
日
…
月
・水
・金 

全
員
活
動
日 

火
・木 

自
由
活
動
日 

○
活
動
場
所
…
美
術
室 

○
主
な
活
動
内
容 

私
た
ち
美
術
部
は
、
一
年
生
が
一
人
、
二
年
生
が
十

一
人
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

文
化
祭
や
さ
ま
ざ
ま
な
展
覧
会
に
向
け
作
品
づ
く
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
他
の
部
活
の
よ
う
に
大
会
や
試
合
、
休

日
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
に
は
、
早
速
、
県
立
中
学
三
校

で
の
合
同
ス
ケ
ッ
チ
会
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
一
八
年
の

と
き
は
、
東
近
江
市
で
古
い
町
並
み
に
触
れ
な
が
ら
、

思
い
思
い
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
ま
た
三
校
で
の
交
流

も
あ
り
、
自
分
と
は
違
っ
た
観
点
や
描
き
方
を
学
べ
ま

す
。 

三

月

頃

に

は

、

他

校

協

力

し

て

「MO
K
A
Z
E
M

IH
A
A
A
R
T
S
H
O
W

」（合
同
美
術
部
展
）を 

行
い
ま
す
。
他
校
の
先
輩
の
絵
に
ひ
き
こ
ま
れ
、
憧
れ
を

持
ち
、
次
の
作
品
に
向
け
て
意
欲
が
湧
き
ま
す
。
作
品
づ

く
り
も
特
徴
的
で
す
が
、
や
は
り
一
番
の
特
徴
は
、
高
校

の
先
輩
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
こ
と
で
す
。
普
段
か
ら
楽

し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
、
先
輩
の
作
品
を

見
た
り
し
げ
き
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
河
瀬
中
学
美
術
部
に
は
、
他
校
に
は
な
い
よ
う 

 

な
経
験
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
。 

《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
部
活
は
大
変
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。 し

か
し
、
部
活
は
と
て
も
楽
し
く
て
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
べ
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
は
、
き
っ
と
ど
こ
か
で
役
に

立
ち
ま
す
。
美
術
部
は
絵
ば
か
り
を
描
い
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
二
年
、
三
年
に
な
れ
ば
、
共
同
制
作
や
自

由
制
作
も
あ
り
ま
す
。
絵
が
苦
手
で
も
下
手
で
も
大
丈

夫
で
す
。
立
体
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
美
術
は

「個
性
」が
出
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
上
手
い
下
手
じ

ゃ
な
く
て
ど
れ
だ
け
個
性
が
出
る
か
が
一
番
大
事
で
す
。

自
分
の
個
性
を
生
か
し
た
い
人
、
も
っ
と
絵
が
上
手
に

な
り
た
い
人
、
絵
に
興
味
が
あ
る
人
、
立
体
作
品
が
得

意
な
人
、
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
中

学
美
術
部
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

《先
輩
方
へ》 

二
年
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
入
学
直
後
は
も
の

す
ご
く
不
安
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
と
て
も
心

配
で
し
た
。
し
か
し
、
先
輩
方
が
優
し
く
声
を
か
け
て
く

だ
さ
っ
て
徐
々
に
部
活
の
楽
し
さ
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

作
品
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
道
具
の
使
い
方
、
立
体
作

品
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
一
緒
に
絵
を
描
い
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
面
白
い
話
を
し
て
下
さ
っ
た
り
し
て
、
部
活

が
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
同
じ
気
持
ち
で

す
。
今
で
は
後
輩
も
増
え
、
先
輩
方
が
引
退
さ
れ
た
後
大

人
数
を
ま
と
め
て
い
く
の
が
い
か
に
大
変
か
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
先
輩
方
が
大
切
に
し
て
き
た
こ
の
部
活

を
私
た
ち
十
二
人
と
こ
れ
か
ら
入
っ
て
く
る
新
入
生
と
共

に
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
輩
方

が
高
校
生
活
の
中
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま

す
。 本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

 
 
 
 

中
学
美
術
部 



《活
動
内
容
》 

・活
動
場
所 

 

３
Ｆ
書
道
室 

・活
動
日
時 

 

月 

・水 
・金 

（火
・木
・展
覧
会
前
の
土
曜
に
自
主
練
） 

・活
動
内
容 

 

古
典
の
臨
書
・各
種
コ
ン
ク
ー
ル
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
文
祭
・文
化
祭
へ向
け
た
作
品 

・部
員
数 

 

３
年 

５
人
、
２
年 

５
人
、
１
年 

６
人 

《新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ》 

 

書
道
部
で
は
、
書
道
室
で
集
中
し
て
作
品
制
作
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
先
輩
や
後
輩
、
と
も
に
仲
良
く
楽
し

み
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

 

書
道
の
経
験
の
有
無
や
字
の
得
意
・
不
得
意
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
字
を
書
く
こ
と
が
好
き
な
方
、
少
し
で

も
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
書
道
室
に
来
て
み
て
く

だ
さ
い
。 

《卒
業
生
の
み
な
さ
ん
へ》 

 

い
つ
も
優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、
様
々
な
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
河
瀬
書
道
部
ら
し
く
良
い
雰
囲
気
で
楽

し
く
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

《活
動
成
績
》 

○
高
校 

・全
日
本
高
校
・大
学
生
書
道
展 

 
 

…
準
優
秀 

２
名 

・彦
根
市
美
術
展
覧
会 

 
 

…
次
世
代
芸
術
奨
励
賞 

１
名 

・大
東
文
化
大
学
全
国
書
道
展 

 
 

…
優
秀
団
体
賞
、
推
薦
賞 

５
名 

・読
売
紙
上
書
道
展 

 
 

…
二
席 

１
名
、
佳
作
多
数 

○
中
学 

・大
東
文
化
大
学
全
国
書
道
展 

…
大
賞 

１
名 

・読
売
紙
上
書
道
展 

…
佳
作
多
数 

・多
賀
町
言
の
葉
書
道
展 

…
入
選
多
数 

        

《作
品
紹
介
》 

○
高
校 

３
年 

 
 
 

 

 

 

    

 
 
 
 

書
道
部 



 

 

 

 

２
年 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

１
年 

 

 

 

 

 

       



活
動
内
容 

茶
道
・・・裏
千
家 

 
 
 
 
 
 

毎
週
月
曜
日
、
金
曜
日 

華
道
・・・草
月
流 

 
 
 
 
 
 

毎
月
二
回
水
曜
日 

 

活
動
場
所
・・・志
成
館 

 

部
員
数
・・・中
学
生
五
人
、
高
校
生
九
人 

 

活
動
実
績 

 

七
月
に
開
催
さ
れ
た
文
化
祭
で
、
お
茶
会
を
行
い
ま

し
た
。
部
員
が
浴
衣
を
着
て
、
来
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ

ん
に
お
茶
と
お
菓
子
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お

点
前
の
様
子
を
お
客
さ
ん
に
お
見
せ
で
き
る
よ
う
、
事

前
に
何
度
も
作
法
の
確
認
を
し
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
お

点
前
への
関
心
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

  

新
入
生
の
皆
様
へ 

 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
茶
華
道
部
は
、
先
生
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き

な
が
ら
、
茶
道
と
華
道
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も

伝
統
的
な
日
本
文
化
の
一
つ
な
の
で
、
部
活
動
を
通
し

て
独
特
な
こ
の
文
化
を
体
感
で
き
ま
す
。 

 

茶
道
は
裏
千
家
と
い
う
千
利
休
が
は
じ
め
た
大
き
な

流
派
の
も
の
を
習
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
法

だ
け
で
な
く
、
亭
主
と
客
の
間
で
の
人
間
的
な
ぬ
く
も

り
や
、
お
茶
を
点
て
る
亭
主
自
身
も
楽
し
む
こ
と
を
大

切
に
す
る
流
派
で
す
。
人
を
敬
う
心
や
和
み
の
世
界
、

物
事
に
動
じ
な
い
世
界
を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
ま
た
、
華
道
で
は
お
花
を
自
由
に
表
現
し
て
い
る
の
で
、

個
人
の
個
性
を
作
品
に
映
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
花

の
色
、
形
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
目
を
向
け
て
い
く

の
で
、
華
道
を
通
し
て
感
性
を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

今
で
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
か
ら
茶
道
、
華

道
を
含
め
た
日
本
文
化
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
多

く
の
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
日
本
文
化
を
皆
さ
ん
も
私

た
ち
と
一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の

方
の
入
部
を
、
部
員
一
同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
部
員
は
、
先
輩
方
に
何
も
か
も
一
か
ら
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
ば
か
り
で
困

っ
て
い
た
私
た
ち
に
、
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩

方
への
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

 

  

 
 
 
 

茶
華
道
部 



活
動
内
容 

・活
動
日
時 

 

毎
週
月
、
金
曜
日 

(
不
定
期
に
水
曜
日
も
活
動) 

・活
動
場
所 

 

志
成
館
二
階 

 

暗
室 

(

美
術
室
横
階
段
下) 

・主
な
活
動 

 

高
校
総
合
文
化
祭
への
作
品
の
出
品 

 

撮
影
会 

(

年
四
回
程
度) 

 

生
徒
会
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
学
校
行
事
の
撮
影 

 

部
員
数 

(

二
〇
一
八
年
十
二
月
現
在) 

 

高
校
二
年 

三
名 

 
 
 
 

一
年 

十
名 

 

中
学
三
年 

三
名 

 
 
 
 

二
年 

一
名 

一
年 

四
名 

計 

二
十
一
名 

   

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
写
真
部

は
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
中
高
合
同
で
の
活
動
を
ス
タ

ー
ト
し
、
高
校
二
年
か
ら
中
学
一
年
ま
で
総
勢
二
十
一

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
初
心
者
か
ら
専

門
的
な
知
識
を
持
っ
た
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
員
が

い
ま
す
。
そ
の
た
め
写
真
を
こ
れ
か
ら
始
め
る
と
い
う

人
で
も
、
カ
メ
ラ
さ
え
あ
れ
ば
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

だ
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
な
い
人
も
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
先
輩
は
、
あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
の
カ
メ
ラ

を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
本
格
的
に
写
真
を
撮
り
た
い
人
も
大
歓

迎
で
す
。
確
か
な
技
術
と
知
識
で
、
理
想
の
作
品
に
な

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
希
望
す
る
人
は
、
総

合
文
化
祭
に
限
ら
ず
、
他
の
様
々
な
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

品
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
も
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、
私
た
ち
と
一
緒
に
世
界

を
切
り
取
り
に
行
き
ま
し
ょ
う
！ 

       

卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

今
ま
で
お
疲
れ
様
で
し
た
。
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い

だ
技
術
で
、
よ
り
よ
い
作
品
制
作
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
先
輩
方
の
お
か
げ
で
楽
し
く
有
意

義
な
活
動
が
で
き
ま
し
た
。 

 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

活
動
成
績 

 

第
三
十
九
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

 

写
真
部
門 

 

佳
作 

一
名 

 

中
学
優
秀
賞 

一
名 

             

 
 
 
 

写
真
部 



《活
動
日
》 

 

毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日 

 
 
 
 
 

（長
期
休
暇
の
時
は
不
定
期
） 

 

《活
動
場
所
》 

 

志
成
館
一
階
・二
階 

 

《部
員
人
数
》 

 

高
校
生 

 

一
年
生
男
子
三
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
子
一
名 

 

中
学
生 

 

三
年
生
女
子
一
名 

 
 
 
 
 
 
 

二
年
生
女
子
二
名 

 
 
 
 
 

計
七
名 

  

《活
動
内
容
》 

 

私
た
ち
文
芸
部
は
、
各
自
の
自
宅
や
部
室
で
、
詩
や

短
歌
な
ど
の
韻
文
と
、
短
編
を
中
心
に
小
説
を
創
作
し
、

相
互
評
価
し
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
日
々
面
白
い
作
品
を

目
指
し
て
邁
進
し
て
い
ま
す
。 

 

夏
休
み
と
冬
休
み
の
長
期
休
暇
に
は
、
い
つ
も
よ
り
長

く
、
内
容
の
濃
い
小
説
を
持
ち
寄
り
、
部
誌
『煌
』の
特

別
号
を
発
刊
し
ま
す
。
そ
れ
を
、
県
の
総
合
文
化
祭
に

出
し
て
県
内
の
文
芸
部
部
員
た
ち
と
出
来
を
競
い
、
ま

た
意
見
や
感
想
の
交
流
を
し
ま
す
。 

 

他
に
も
、
『煌
』は
毎
月
発
刊
し
文
化
祭
で
販
売
し
た

り
、
校
内
に
期
間
限
定
で
展
示
し
広
報
に
も
力
を
入
れ
、

図
書
室
に
も
一
部
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

先
輩
方
の
引
退
に
よ
り
、
一
年
生
と
中
学
生
の
み
に

な
っ
た
文
芸
部
は
手
探
り
な
が
ら
沢
山
の
こ
と
に
取
り

組
み
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

 

《活
動
成
績
》 

 

先
に
記
述
し
た
「滋
賀
県
高
校
総
合
文
化
祭
」に
今
年

も
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
賞
は
取

れ
ず
先
輩
方
に
学
ば
さ
れ
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。 

 

部
員
一
同
、
来
年
に
向
け
て
今
か
ら
技
量
と
表
現
力

を
学
ん
で
い
く
所
存
で
す
。 

 

《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ま
ず
は
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
部
員
一
同
心
よ
り
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。 

 

本
を
読
む
の
は
好
き
だ
け
ど
書
く
の
は
ち
ょ
っ
と
、
と

た
め
ら
っ
た
り
、
既
に
や
っ
て
み
た
け
ど
無
理
だ
っ
た
！

な
ど
、
皆
さ
ん
の
中
に
も
色
々
な
人
が
い
る
で
し
ょ
う
。

 

む
し
ろ
、
そ
ん
な
こ
と
絶
対
ム
リ
！
と
い
う
人
の
ほ
う

が
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
小
説
執
筆
は
や
っ
て
い
れ

ば
ど
ん
ど
ん
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
て
も
楽
し
い
も
の

で
す
。
支
え
る
仲
間
や
先
輩
た
ち
も
沢
山
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
文
芸
部
は
、
来
る
者
や
る
気
の
あ
る
者
を
一

切
拒
ま
ず
受
け
入
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
沸
い
た
方

は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

《先
輩
方
へ》 

 

先
輩
方
へ、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

日
々
の
活
動
や
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
く

の
活
動
で
先
輩
方
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

先
輩
方
が
そ
こ
に
い
て
く
だ
さ
る
だ
け
で
、
雰
囲
気
が
と

て
も
に
ぎ
や
か
で
安
心
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
だ

と
、
引
退
さ
れ
て
か
ら
痛
感
し
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
手
探
り
な
が
ら
、
先
輩
方
を

真
似
し
つ
つ
も
、
私
た
ち
の
よ
り
良
い
部
活
動
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。 

 

最
後
に
、
先
輩
方
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
、
微
力
な

が
ら
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。 

     

 
 
 
 

文
芸
部 



☆
部
員
数
☆ 

 

二
年
生 

９
名 

 

一
年
生 

11
名 

 

中
学
生 

９
名 

 

☆
活
動
内
容
☆ 

・活
動
日 

火
曜
日 

買
出
し 

 
 
 
 
 
 

水
曜
日 

お
か
ず
作
り 

 
 
 
 
 
 

金
曜
日 

お
菓
子
作
り 

・活
動
場
所 

調
理
室 

 

 

  

    

☆
主
な
活
動
☆ 

私
た
ち
ホ
ー
ム
メ
イ
キ
ン
グ
部
は
、
今
年
度
か
ら
中

学
生
も
高
校
生
と
一
緒
に
、
週
に
二
回
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。
学
年
は
ラ
ン
ダ
ム
で
定
期
的
に
班
分
け
さ

れ
る
の
で
、
色
ん
な
人
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
部
員
た
ち
は
み
ん
な
優
し
く
て
、
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
何
で
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

季
節
に
よ
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク

リ
ス
マ
ス
は
み
ん
な
と
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
す
。 

 
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
メ
イ
キ
ン
グ
部
で
は
文
化
祭
で
模
擬

店
の
販
売
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
年
を
通
し

て
一
番
大
き
な
活
動
に
な
り
ま
す
。
大
量
生
産
は
大
変

で
す
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
作
る
こ
と
の
達
成
感
は
大

き
い
で
す
。
毎
年
好
評
で
、
一
瞬
で
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の

人
気
な
の
で
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。 

 

☆
新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ☆ 

 

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
も
う
入
部
し
た
い
部
活
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
か
。
も
し
ま
だ
迷
っ
て
い
る
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
調
理
室

に
足
を
は
こ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

  

ホ
ー
ム
メ
イ
キ
ン
グ
部
は
み
ん
な
仲
が
良
く
、
い
つ
も
明

る
く
楽
し
い
雰
囲
気
で
す
。
料
理
が
好
き
な
人
は
も
ち

ろ
ん
、
少
し
苦
手
な
人
で
も
楽
し
め
ま
す
。
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
先
輩
や
友
達
と
一
緒
に
助
け
合
い

な
が
ら
安
心
し
て
活
動
で
き
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く

活
動
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
る
こ
と
で
料
理
の

上
達
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
兼
部
を
し
た
り
塾

や
習
い
事
と
両
立
し
て
活
動
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。
少
し
で
も
気
に
な
っ
た
方

が
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
下
さ
い
。 

 

☆
先
輩
方
へ☆ 

 

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
約
二
年
半
と
い
う

短
い
間
で
し
た
が
、
先
輩
方
に
は
色
ん
な
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
料
理
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ

ま
な
高
校
生
活
の
相
談
な
ど
に
も
乗
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
い
つ
も
明
る
く
笑
顔
で
話
し
か
け
て
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
、
楽
し
く
部
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
先
輩
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
く
な
る
の
は
と
て
も

寂
し
い
で
す
が
、
河
瀬
高
校
に
遊
び
に
来
ら
れ
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

ホ
ー
ム
メ
イ
キ
ン
グ
部 



 

～ 

活
動
内
容 
～ 

 E
S
S

部
は
、
英
語
力
の
向
上
、
そ
し
て
英
語
を
使
う

楽
し
さ
を
追
求
す
る
た
め
に
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

◆ 

学
園
祭
（文
化
祭
）に
お
け
る 

E
ng

lish C
afe 

の
企
画
及
び
運
営 

◆ 
A
LT

,JC
M

U
 

（ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
セ
ン
タ
ー
の

留
学
生
）と
の
会
話
、
及
び
交
流
体
験 

◆ 
R
ecitation C

ontest 

（英
語
暗
唱
大
会
）に
向
け

て
の
練
習
、
大
会
出
場 

◆ 

各
種S

peech C
ontest, C

aption C
ontest

等
に

向
け
て
の
原
稿
作
成
、
準
備
、
練
習
、
大
会
出
場 

◆ 
H
allow

een P
arty &

 C
hristm

as P
arty

の
企
画

＆
開
催 

 

◆ 

発
音
練
習
、
英
会
話
、Skit

作
成
、
異
文
化
理
解

活
動 

◆ 

滋
賀
県
高
校
生
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
補
助
参
加 

  

 

～ 

活
動
状
況
デ
ー
タ 

～ 

活
動
：
毎
週
月
曜
（週
に
よ
っ
て
変
更
有
） 

 
 
 

個
別
練
習
は
長
期
休
暇
な
ど
も
使
っ
て
実
施 

  

活
動
場
所
：
視
聴
覚
室
（新
館
二
階
） 

  

部
員
数 

 

三
年 

３
名 

二
年 

２
名 

 
 
 

一
年 

８
名 

 

 

～ 

活
動
実
績
・成
績 

～ 

★ 
eisu 

文
芸
カ
ッ
プ2

0
1
8
 

第3
1

回
英
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト 

英
語
弁
論
部
門 

 
 
 
 

銀
賞
受
賞 

 
 

二
年 

森
田 

康
裕 

 
★ 
第3

5

回 

全
国
商
業
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ 

コ
ン
テ
ス
ト
滋
賀
県
大
会 

暗
唱
部
門 

 
 
 
 

最
優
秀
賞
受
賞  

一
年 

池
永 

侑
生 

優
秀
賞
受
賞  

 

一
年 

酒
井 

凪
砂 

 

★ 

第8

回 

岐
阜
女
子
大
学
主
催 

「英
語
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
」コ
ン
テ
ス
ト 

 
 
 
 

優
良
賞
受
賞  

一
年 

酒
井 
凪
砂 

奨
励
賞
受
賞  

一
年 

池
永 

侑
生 

  

★
第9

回 

神
戸
女
学
院
大
学
絵
本
翻
訳
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

作
品
出
品 

 

一
年 

池
永 

侑
生 

 

一
年 

酒
井 

悠
人 

 

 
 
    

★
第2

8

回 

ミ
し
が
ン
カ
ッ
プ
滋
賀
県
高
校
生
英
語 

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
本
大
会
出
場 

二
年 

 

粕
渕 

真
衣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★
第

2
4

回
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
カ
ッ
プ
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン 

コ
ン
テ
ス
ト 

 
 
 

部
員
よ
り
６
名
出
場
予
定 

 
 
 
 

～ 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ～ 

 
 

入
部
し
た
て
で
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
私
た
ち

を
時
に
引
っ
張
り
、
時
に
一
緒
に
悩
み
な
が
ら
、
楽

し
い
時
間
を
み
ん
な
で
作
ろ
う
と
努
力
さ
れ
た
先

輩
方
の
姿
を
、
私
た
ち
は
忘
れ
ま
せ
ん
。 

先
輩
方
の
更
な
る
ご
活
躍
を
願
い
ま
す
。 

 

～ 

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ～ 

 

私
た
ち
は
、
英
語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
と

し
て
日
々
積
極
的
に
使
う
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。 

コ
ン
テ
ス
ト
の
た
め
の
練
習
だ
け
で
な
く
、
普
段
か

ら
英
語
を
使
っ
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

是
非
一
緒
に
、
英
語
を
上
達
さ
せ
ま
せ
ん
か
？ 

Ｅ
Ｓ
Ｓ
部 



   

《活
動
日
》 

月
・水
～
金
曜
日 

 

土
曜
日(

不
定
期) 

*

火
・日
曜
日
は
大
会
前
の
み 

《活
動
場
所
》 

生
物
室
・CA

I

教
室 

《部
員
数
》 

 
 

中
学
１
年
１０
人 

２
年
５
人 

３
年
２
人 

 
 

高
校
１
年
８
人 

２
年
６
人 

 
 
 
 
 
 

３
年
３
人 

《活
動
紹
介
》 

私
た
ち
科
学
部
は
、
彦
根
山
と
荒
神
山
の
環
境

調
査
を
し
て
い
ま
す
。
土
壌
動
物
で
あ
る
サ
サ
ラ

ダ
ニ
と
い
う
ダ
ニ
を
用
い
た
「生
物
的
側
面
」とpH

、

C
a

２
＋

、M
g

２
＋

、K

＋

な
ど
土
壌
中
の
塩
基
類
の
含

量
を
調
査
す
る
「
化
学
的
側
面
」
の
２
方
面
か
ら

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
研
究
な
の
で
、
サ
サ
ラ

ダ
ニ
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
横
浜
国
立
大
学
名
誉

教
授
、
青
木
淳
一
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
土
壌
中
の
栄
養
の
研
究
で
は
、
滋
賀

県
立
大
学
教
授
、
須
戸
幹
先
生
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
り
、
大
学
に
し
か
な
い

機
械
を
借
り
て
研
究
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
研
究
に
は
発
表
大
会
が
あ
り
、
私
た

ち
科
学
部
は
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
で
入

賞
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
、SS
H

校
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や
京
都
大

学
な
ど
の
大
学
連
携
講
座
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
３
月
に
は
３
名
が
イ
ギ
リ
ス
のthe

 U
niv

e
rsity

 

o
f C

am
bridg

e

に
研
修
に
行
き
ま
す
。 

 

《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ
》 

 
 

 

新
高
校
１
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 

私
た
ち
科
学
部
は
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
研
究
を
し
て

お
り
、
一
見
難
し
そ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
先

輩
や
顧
問
の
先
生
や
大
学
の
先
生
が
助
言
を
し

て
く
れ
る
の
で
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 

ま
た
、
前
述
に
記
述
の
と
お
り
、
他
校
と
の
イ
ベ

ン
ト
や
大
学
連
講
座
な
ど
、
普
段
の
高
校
生
活
で

は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
も
出
来
る
た
め
、

と
て
も
充
実
し
た
部
活
動
で
す
。 

 
 

 

少
し
で
も
興
味
を
持
っ
た
方
に
は(

興
味
が
な
く

て
も)

、
ぜ
ひ
生
物
室
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

《卒
業
生
の
先
輩
方
へ
》 

 
 

 

先
輩
方
に
は
３
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
秋
大
会
で
は
、
惜
し
く
も
全
国
出
場
は
逃

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発

表
で
は
県
１
位
と
良
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
先
輩
方
が
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

先
輩
方
の
益
々
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

《活
動
成
績
》 

 
 
*

２
０
１
１
年
～
２
０
１
７
年 

全
国
大
会
出
場 

 
 
*

～
２
０
１
８
年 

近
畿
大
会
出
場 

 
 

*

【
第
３
８
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

自
然
科
学
部
門
研
究
発
表
部
門
兼
第
７２
回

滋
賀
県
児
童
生
徒
科
学
研
究
発
表
大
会
高
等

学
校
の
部
】 

 
 
 

「間
伐
が
も
た
ら
す
森
林
土
壌
の
環
境
変
化 

 

～
サ
サ
ラ
ダ
ニ
か
ら
み
る
森
林
環
境
～
」 

 
 
 

県
１
位 

滋
賀
県
教
育
委
員
長
賞 

 
 
*

【第
６２
回
滋
賀
県
学
生
科
学
賞
県
展
】 

 
 
 

学
校
賞 

 
 

 
 

 
 

 

「間
伐
が
も
た
ら
す
森
林
土
壌
の
環
境
変
化 

 

～
サ
サ
ラ
ダ
ニ
か
ら
み
る
森
林
環
境
～
」 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

４
位
佳
作 



《部
活
内
容
》 

 

部
員
数 

高
校
１
３
人 

 

中
学
２
人 

 

活
動
日 

毎
週
月
～
金
の
放
課
後
、
お
昼
休
み 

 
 
 
 
 
 
 
(

木
曜
日
を
除
く) 

《活
動
場
所
》 

高
校
一
年
五
組
教
室
、
３
Ｆ
部
室 

《毎
日
す
る
こ
と
》 

・発
声
練
習 

・お
昼
の
放
送 

《大
会
前
》 

・番
組
作
成 

・ア
ナ
ウ
ン
ス
、
朗
読
練
習 

・取
材 

《野
球
の
大
会
時
》 

・彦
根
球
場
で
の
球
場
ア
ナ
ウ
ン
ス 

 

《活
動
業
績
》 

・Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト 

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門 

優
良
賞 

北
田
愛 

・滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
放
送
部
門 

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門 

二
位 

北
田
愛 

《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

放
送
部
で
は
、
に
ぎ
や
か
な
十
五
人
の
部
員
と
共
に

毎
日
楽
し
く
、
全
力
で
年
に
二
度
あ
る
大
会
に
向
け
て

日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

春
や
夏
に
は
彦
根
球
場
で
野
球
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し

た
り
、
新
年
度
に
向
け
て
学
校
紹
介
ビ
デ
オ
を
製
作
し

た
り
し
て
い
ま
す
。 

 

お
昼
の
放
送
で
は
、
学
校
内
の
出
来
事
を
中
心
と
し

て
様
々
な
原
稿
を
書
い
て
放
送
し
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
募
集
し
た
曲
も
、
歌
の
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
流
し
ま
す
。 

 

そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の

技
術
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。 

 
話
す
こ
と
が
苦
手
な
人
も
好
き
な
人
も
、
各
々
が
自

分
の
得
意
な
こ
と
、
挑
戦
し
た
い
こ
と
に
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
の
で
き
る
部
活
で
す
。
ま
た
、
話
す
こ
と
が
苦
手

で
も
動
画
編
集
や
ビ
デ
オ
撮
影
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

活
動
を
し
て
い
る
の
で
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
が
し
や
す
い
の
で
、
ほ
か
の
部
活

と
兼
部
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
や
、
習
い
事
な
ど
に
も

集
中
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
も
大
歓
迎
で
す
！ 

興
味
を
持
っ
た
方
も
、
ま
だ
迷
っ
て
い
る
と
い
う
方
も

ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

 

私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
放
送
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

《卒
業
生
の
先
輩
へ》 

 

今
ま
で
私
た
ち
下
級
生
を
た
く
さ
ん
の
明
る
さ
、
強

さ
と
、
確
か
な
技
術
で
引
っ
張
っ
て
き
て
下
さ
り
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
も
現
在
、
部
長
と
い
う
肩
書
き
を
持
っ
て
、
初
め
て

こ
ん
な
に
大
変
な
お
仕
事
だ
っ
た
の
だ
な
と
身
を
持
っ
て

実
感
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
の
た
め
に
丁
寧
に

一
か
ら
技
術
を
教
え
て
く
だ
さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

先
輩
方
と
の
た
く
さ
ん
の
思
い
出
は
ず
っ
と
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。 

 

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

 

  

 
 
 
 
 

放
送
部 



 
 
 

活
動
日
・
場
所 

活
動
日
時
・・・平
日
と
休
日 

活
動
場
所
・・・月
・火
・水
・木
・金
曜
日
→
武
道
場 

 
 
 
 
 
 
 
 

土
曜
日
→
武
道
場
ま
た
は
他
校
武
道
場 

 
 
 
 
 
 
 
 

※
変
更
あ
り 

  
 
 
 

活
動
内
容 

 

剣
道
部
で
は
、
夏
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
予
選
を
勝
ち
ぬ

き
、
本
大
会
へ
の
出
場
を
目
標
に
日
々
練
習
を
し
て
い

ま
す
。 

 

月
・火
・水
・木
・金
・土
曜
日
は
武
道
場
で
高
校
生
と

一
緒
に
稽
古
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
卓
球
部
と
武
道
場

を
半
分
ず
つ
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
水
・土
曜
日
は
武
道

場
を
全
面
使
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
曜
日
に

は
、
他
校
の
合
同
稽
古
会
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ 

 

新
中
学
一
年
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
中
学
剣
道
部
は
、
男
子
三
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
小
さ
な
部
活
で
す
が
、
部
員
同
士
が
気
軽

に
話
す
こ
と
が
で
き
、
練
習
中
も
気
に
な
る
所
や
で
き

て
い
な
い
所
が
あ
れ
ば
指
摘
し
あ
い
、
部
員
全
員
の
技

術
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
中
学
剣
道
部
の
他
に
な

い
特
徴
は
、
高
校
剣
道
部
の
方
た
ち
と
一
緒
に
稽
古
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
丁
寧
で
適
確
な
指

導
で
優
し
く
教
え
て
く
だ
さ
る
の
で
他
の
中
学
校
よ
り

も
質
の
良
い
練
習
が
で
き
ま
す
。 

 

剣
道
は
「厳
し
い
」「難
し
い
」と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
部

員
は
全
員
中
学
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。
剣
道
は
、
級
や

段
と
い
っ
た
資
格
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
、
僕
た

ち
は
全
員
初
段
を
取
っ
て
い
ま
す
。
中
学
か
ら
は
じ
め

た
先
輩
に
は
、
二
段
を
取
っ
た
人
も
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

初
心
者 

・経
験
者
問
わ
ず
大
歓
迎
で
す
。
剣
道
に
少
し
で
も
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
武
道
場
へ見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。 

 

大
会
結
果 

夏
季
総
合
体
育
大
会 

 

男
子
個
人
→
二
回
戦
敗
退 

秋
季
総
合
体
育
大
会 

 

男
子
個
人
→
ベ
ス
ト
十
六 

   

            

中
学
剣
道
部 



○
活
動
内
容 

・活
動
日
時
…
月
、
火
、
木
、
金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
・日
は
ど
ち
ら
か
の
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

両
日
の
と
き
も
あ
り) 

・活
動
場
所
…
武
道
場 

 

・主
な
活
動 

私
た
ち
卓
球
部
は
、
団
体
で
の
近
畿
大
会
出
場
を
目

標
に
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
男
子
卓
球
部
と
女

子
卓
球
部
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
仲
良
く
一
緒
に
活

動
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
他
校
と
の
練
習
試
合
や
、
た
く
さ
ん
の
大
会

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

○
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
た
ち
卓
球
部
は
、
男
子
十
八
名
で
仲
良
く
活
動
し

て
い
ま
す
。 

現
在
の
部
員
は
、
全
員
が
初
心
者
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
で
す
が
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
近
畿
大
会

出
場
と
い
う
大
き
な
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
は
じ
め
か

ら
ラ
リ
ー
を
続
け
て
い
く
の
は
難
し
い
で
す
が
、
私
た
ち

が
し
っ
か
り
と
丁
寧
に
教
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
練

習
を
が
ん
ば
っ
て
い
く
こ
と
で
、
上
達
し
て
い
き
ま
す
。 

 

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
武
道
場
に
活
動
の
様

子
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
と
共
に
、
目
標
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

○
先
輩
方
へ 

 

先
輩
方
、
短
い
間
で
し
た
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

練
習
の
と
き
、
私
た
ち
に
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
で
、
こ
こ
ま
で
上
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
練
習

以
外
で
も
、
仲
良
く
楽
し
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、
と
て

も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
先
輩
方
と
、
喜
び
合
い
、
励
ま
し
合
い
、
競
い
合
え

た
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
思
い
出
で
す
。
先
輩
方
が
引

退
さ
れ
、
部
を
引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。 

 

先
輩
方
の
教
え
を
生
か
し
、
私
た
ち
の
目
標
を
必
ず

達
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
輩
方
は
私
た
ち
に
と
っ
て

唯
一
無
二
の
存
在
で
す
。
先
輩
方
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活

躍
を
部
員
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

○
活
動
成
績 

・夏
季
総
合
体
育
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

男
子
団
体
・・・優
勝 

 

男
子
個
人
…
有
元
幸
平 

３
位 

 
 
 
 
 
 
 
 

森
野
祐
大 

５
位 

 
 
 
 
 
 
 
 

辻
泰
幸 

 
 

６
位 

 

・夏
季
総
合
体
育
大
会
権
大
会 

 

男
子
団
体
…
２
位
→
近
畿
大
会
出
場 

 

・秋
季
総
合
体
育
大
会 

男
子
団
体
…
５
位 

男
子
個
人
…
田
中
朝
陽 

４
位 

 
 
 
 
 
 
 
 

阪
東
巧  

６
位 

 

中
学
男
子
卓
球
部 

  



○
活
動
内
容 

・活
動
日
時
→
月
・火
・木
・金
（放
課
後
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

土
・日
（半
日
練
の
場
合
は
両
日 

一
日
練
の
場
合
は
ど
ち
ら
か
の
み
） 

 

・部
活
場
所
→
武
道
場 

 

・部
員
人
数
→
男
子
十
八
名
・女
子
九
名 

 

・主
な
活
動 

 

私
た
ち
卓
球
部
は
、
団
体
で
の
近
畿
大
会
出
動
を
目

標
に
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
や
後
輩
、
男
女

関
係
な
く
試
合
を
し
た
り
、
お
話
し
た
り
、
仲
良
く
活

動
し
て
い
ま
す
。 

他
校
と
の
練
習
試
合
や
、
た
く
さ
ん
の
大
会
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

  

○
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 
 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
卓
球
部
は
、
男
子
卓
球
部
と
女
子
卓
球
部
に

分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
仲
良
く
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま

す
。 

 

現
在
の
部
員
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
初
心
者
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
近
畿

大
会
出
場
と
い
う
大
き
な
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
は
じ

め
か
ら
ラ
リ
ー
を
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
私
た

ち
が
し
っ
か
り
と
丁
寧
に
教
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

練
習
を
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
で
、
上
達
し
て
い
き
ま
す
。 

 

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
武
道
場
に
活
動
の
様

子
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
と
共
に
、
目
標
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

  

○
先
輩
方
へ 

 

先
輩
方
、
短
い
間
で
し
た
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

練
習
の
と
き
、
私
た
ち
に
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
で
、
こ
こ
ま
で
上
達
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
先
輩
方
の
お
か
げ
で
私
た
ち
も
大
き
な
目
標
を
立

て
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
練
習
以
外
で
も
、
仲
良
く

楽
し
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
先
輩
方
と
、
喜
び

合
い
励
ま
し
合
い
、
競
え
合
え
た
こ
と
は
と
て
も
大
切

な
思
い
出
で
す
。
先
輩
方
が
引
退
さ
れ
、
部
を
引
っ
張
っ

て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

 

先
輩
方
の
教
え
を
生
か
し
、
私
た
ち
の
目
標
を
必
ず

達
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
輩
方
は
私
た
ち
に
と
っ
て

唯
一
無
二
の
存
在
で
す
。
先
輩
方
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活

躍
を
部
員
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

○
活
動
成
績 

・夏
季
総
合
体
育
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

団
体 

 

優
勝
→
県
大
会
出
場
（ベ
ス
ト
８
） 

個
人 

 

西
村
知
夏
（３
位
）→
県
大
会
出
場
（７
位
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

→
近
畿
大
会
出
場 

 
 
 
 
 

立
岡
真
歩
（５
位
）→
県
大
会
出
場
（５
位
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

→
近
畿
大
会
出
場 

 
 
 
 
 

岡
崎
佳
子
（８
位
） 

 

・彦
根
市
総
合
体
育
大
会 

団
体 

 

優
勝 

個
人 

 

礒
貝
侑
采  

（２
位
） 

 
 
 
 
 

村
住
美
虹  

（ベ
ス
ト
８
） 

 
 
 
 
 

入
江
菜
友
緋 

（ベ
ス
ト
８
） 

 
 ・秋

季
総
合
体
育
大
会 

団
体 

 

優
勝 

個
人 

 

礒
貝
侑
采 

 
 

（３
位
） 

 

中
学
女
子
卓
球
部 



活
動
内
容 

・活
動
日 

 

平
日
は
、
木
曜
日
以
外
の
四
日 

 

休
日
は
、
半
日
練
習
か
、
休
み
で
す
。 

 

〔練
習
試
合
や
、
大
会
の
時
は
、
一
日
に
な
る
場
合
も 

 
 

あ
り
ま
す
。
〕 

 

活
動
場
所 

 

主
に
グ
ラ
ン
ド 

 

〔雨
の
日
や
、
グ
ラ
ン
ド
が
使
え
な
い
日
は
、
駐
輪
場 

 
 

な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
〕 

 
 
 活

動
方
針 

 
 

私
た
ち
は
、
一
つ
で
も
多
く
の
試
合
に
、
勝
利
す
る 

 

こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

   

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 
 

新
中
学
一
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う 

 

ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
野
球
部
は
、
二
年
生
二
人
、 

 

一
年
生
八
人
の
、
計
十
人
と
い
う
、
ぎ
り
ぎ
り
の
人 

 

数
で
戦
っ
て
き
ま
し
た
。
人
数
が
少
な
い
中
で
も
、
他 

 

の
チ
ー
ム
に
勝
て
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
練
習
に
励
ん 

 

で
い
ま
す
。 

 
 

一
年
生
の
中
に
は
、
野
球
に
つ
い
て
何
も
分
か
ら
な 

 

か
っ
た
り
、
や
っ
た
こ
と
が
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と 

 

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。 

 

私
た
ち
の
野
球
部
の
経
験
者
は
、
十
人
中
た
っ
た
の
一 

 

人
し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
今
で
は
、
一
つ
の
野
球 

 

部
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

野
球
を
や
る
こ
と
で
、
体
力
面
の
向
上
や
、
運
動
神

 

経
が
良
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
に
も
成
長
す

 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

ど
の
部
活
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な 

 

部
な
の
で
、
興
味
が
あ
れ
ば
是
非
見
に
来
て
下
さ
い
。 

 

待
っ
て
ま
す
！ 

   

先
輩
方
へ 

 
 

先
輩
方
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
教
え
て
い
た
だ
き 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
野
球
の
プ
レ
ー
だ
け
で 

 

な
く
、
練
習
の
姿
勢
な
ど
か
ら
学
べ
る
こ
と
が
た
く
さ 

 

ん
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
い
つ
で
も
僕
た
ち
を
引
っ
張
っ
て
く
だ
さ
っ
た 

 

お
か
げ
で
野
球
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
先
輩
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し 

 

て
、
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い 

 

ま
す
。 

 
 

私
た
ち
野
球
部
一
同
は
、
先
輩
方
の
高
校
で
の
ご 

 

活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

大
会
結
果 

 

平
成
二
十
九
年
度 

 
 

 

近
畿
秋
季
少
年
軟
式
野
球
大
会 

 
 

一
回
戦 

河
瀬
中 

５
―
３ 

豊
日
中 

             

 
中
学 

軟
式
野
球
部 



・活
動
場
所 
晴
れ 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨 
 
 

校
舎
内
・駐
輪
場 

 

・活
動
日
時 

平
日
・・・月
・火
・水
・金 

の
放
課
後 

休
日
・・・土
曜 
の
午
前
中 

・
活
動
内
容 

 

私
た
ち
河
瀬
陸
上
競
技
部
は
、
夏
季
総
体
出
場
を
目

指
し
て
部
員
そ
れ
ぞ
れ
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
各
種
目
の
仲
間
同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
あ
い
、

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
始
め
は
、
全
員
で
基
礎

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
、
途
中
か
ら
は
、
短
距
離
、
長
距
離
、

跳
躍
、
投
擲
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
、
お
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
、
一
丸
と
な
り
活
動
し
て
い
ま
す
。 

・
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
河
瀬
陸
上
部
で
は
、
先
輩
、
後
輩
と
の
距
離
が

と
て
も
近
く
、
日
々
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
陸
上

競
技
は
自
分
が
努
力
し
た
分
だ
け
記
録
は
伸
び
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
大
会
の
時
に
は
、
出
場
す
る
人
、
出
場
し

な
い
人
関
係
な
く
、
一
緒
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
し

た
り
、
応
援
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
一
層
「絆
」

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
私
た
ち
と
一
緒

に
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
！ 

・
先
輩
方
へ 

二
年
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
先
輩
方
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
輩
と
の
練
習
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
先
輩
方

が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
新
チ
ー
ム
に
な
り
上
級
生
と

し
て
、
先
輩
方
の
よ
う
に
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
り
ま
す
。 

 
陸
上
部
一
同
、
こ
れ
か
ら
の
先
輩
方
の
ご
活
躍
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

 

部
員
紹
介 

二
年 安

積
蒼
馬 

巨
椋
亮
太 

小
林 

唯 
 

宮
城
莞
太 

立
田
慎
之
佑 

 

一
年 飯

星
潤
哉 

江
畑
秀
太
郎 

梅
辻 

奨 

柏
原
一
馬 

髙
尾 

颯 

藤
谷
涼
平 

松
井
拓
磨 

湊 

遥
太 

安
田 

奏 

川
添
陸
人 

清
永
真
矢 

谷
口
遥
香 

村
上
紗
亜
羅 

活
動
実
績 

小
林 

唯    
 

夏
季
・秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

宮
城
莞
太    

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

立
田
慎
之
佑  

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

 

巨
椋
亮
太   

 

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

安
積
蒼
馬    

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

村
上
紗
亜
羅  

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

谷
口
遥
香    

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

安
田 

奏    
 

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

  
中
学 

陸
上
競
技
部 



☆
活
動
日
時
・・・平
日
（水
曜
日
な
し
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

休
日
（不
定
期
） 

☆
活
動
場
所
・・・体
育
館 

☆
活
動
内
容
・・・ 

 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
現
在
９
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
主
に
平
日
は
授
業
後
と
休
日
は
半
日
（練
習
試

合
も
あ
り
ま
す
）の
練
習
で
公
式
試
合
１
勝
を
目
標
に
、

サ
ー
ブ
・レ
シ
ー
ブ
・ス
パ
イ
ク
な
ど
の
練
習
を
し
て
い
ま

す
。 ま

た
、
高
校
に
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
あ
り
、
高
校
生

の
先
輩
方
と
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

☆
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
う
こ
そ
河
瀬
中

学
校
へ
、
皆
さ
ん
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
ど
の
よ
う
な
印

象
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。
痛
い
、
難
し
い
な
ど
の
印
象
を

も
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
毎
日
練

習
し
て
い
る
と
す
ぐ
に
慣
れ
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が

優
し
く
丁
寧
に
教
え
ま
す
。
だ
か
ら
心
配
い
り
ま
せ
ん
。 

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
、
中
学
校
か

ら
バ
レ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
な
の
で
、
初
心
者
で
も
入
り

や
す
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
私
た
ち
と
一
緒
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
体
育
館
で
待
っ
て
い
ま
す
。 

☆
先
輩
方
へ 

 

短
い
期
間
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

技
術
だ
け
で
な
く
、
生
活
面
で
も
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
先
輩
方
が
か
け
て
く
だ
さ
る
言
葉
に
、

何
度
も
救
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
先
輩
方
か
ら
学

ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。 

ま
た
、
先
輩
方
が
い
な
く
な
っ
て
、
今
ま
で
ど
れ
だ
け

頼
っ
て
い
た
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
先

輩
方
の
よ
う
に
、
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
れ
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
す
。
そ
し
て
、
部
員
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
が

ん
ば
り
ま
す
。 

 

本
当
に
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
高
校
生

に
な
っ
て
も
、
先
輩
ら
し
く
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
一
同
、
こ
れ
か
ら
の
先
輩
方
の
ご
活
躍
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

      

☆
活
動
成
績 

 

春
季
総
合
体
育
大
会 

永
源
寺
中 

０
対
２ 

 

夏
季
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

 

甲
良
中  

０
対
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲
枝
中  

０
対
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊
日
中 

 

０
対
２ 

秋
季
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

 
 

彦
根
南
中 

０
対
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

彦
根
東
中 

０
対
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

彦
根
西
中 

０
対
２ 

                 

中
学
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 



《活
動
内
容
》 

☆
活
動
日
・・・月
・火
・水
・金
・休
日(

大
会
前
の
木
曜

日
は
、
部
活
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。) 

☆
活
動
場
所
・・・体
育
館
＆
外(
夏) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
育
館(

冬) 

☆
主
な
活
動
・・・私
た
ち
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
現

在
二
年
生
六
名
、
一
年
生
一
名
の
計
七
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。 

 

月
・
火
・
水
曜
日
は
体
育
館
で
基
礎
練
習
や
実
践
練

習
な
ど
を
行
い
、
休
日
は
練
習
や
、
練
習
試
合
を
し
て

い
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
「お
か
げ
さ
ん
」と
い
う
言
葉
を
い
つ
も
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
練
習
や
試
合
が
で
き
る
こ
と
に
、
お

か
げ
さ
ん
。
い
つ
も
支
え
て
く
れ
る
家
族
や
顧
問
の
先

生
方
に
、
お
か
げ
さ
ん
を
感
じ
な
が
ら
部
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
私
た
ち
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
と
き

に
限
ら
ず
、
社
会
に
出
で
も
苦
労
し
な
い
よ
う
に
あ
き

ら
め
な
い
心
を
持
ち
な
が
ら
練
習
し
、
強
い
チ
ー
ム
に

な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。 

 
 

《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

河
瀬
中
学
校
新
一
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
は
現
在
、
人
数
が
少
な
い
で

す
。
ぜ
ひ
、
バ
ス
ケ
部
に
入
っ
て
楽
し
く
バ
ス
ケ
を
し
ま
し

ょ
う
。
人
数
が
少
な
い
の
で
、
部
活
内
で
は
上
下
関
係

な
く
、
ど
の
学
年
も
み
ん
な
仲
良
し
で
す
。
ま
た
、
私
た

ち
二
年
生
が
引
退
す
る
と
す
ぐ
新
一
年
生
の
み
な
さ

ん
の
中
か
ら
一
人
副
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
れ
ま
す
。
一
年

生
で
副
キ
ャ
プ
テ
ン
な
ん
て
、
か
っ
こ
い
い
と
思
い
ま
せ
ん

か
！
？
ぜ
ひ
一
緒
に
バ
ス
ケ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
！ 

《先
輩
方
へ》 

先
輩
方
に
は
、
二
年
間
と
て
も
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
プ
レ
ー
面
で
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
面
な
ど
で
も
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
部
活
以
外
の
と
き
で
も
た
く
さ
ん
話
し
た

り
、
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
先
輩
方
が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
も
先
輩
方
の
よ
う
な
か
っ
こ
い
い
プ
レ
ー
ヤ
ー

を
目
指
し
て
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。 

新
チ
ー
ム
に
な
り
上
級
生
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て

い
く
存
在
に
な
り
、
改
め
て
先
輩
方
の
偉
大
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

バ
ス
ケ
部
一
同
こ
れ
か
ら
の
先
輩
方
の
ご
活
躍
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

廊
下
で
会
っ
た
と
き
に
は
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
！ 

《活
動
成
績
》 

秋
季
総
体 

★
河
瀬 

４
２ 

Ｖ
Ｓ 

３
８ 

多
賀 

★
河
瀬 

１
０ 

Ｖ
Ｓ 

６
６ 

中
央 

    

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中
学
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 



 
 
 

活
動
詳
細 

○
日
時 

 

平
日(

不
定
期) 

○
場
所 

 
 
 
 
 

教
室 

 
 
 
 
 
 

一
階
生
徒
ホ
ー
ル 

 

○
主
な
活
動
紹
介 

 

私
た
ち
中
学
生
徒
会
執
行
部
は
、
「変
幻
自
在
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

主
に
前
期
で
は
、
学
園
祭
の
運
営
、
学
校
生
徒
で
行

う
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
運
営
を
し
、
後
期
は
、
生
徒
総
会

の
運
営
と
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
を
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
月
に
一
回
、
朝
に
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
い
、
執

行
部
新
聞
の
発
行
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。 

   
 

新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ 

新
一
年
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
中
学
生
徒
会
は
、
志
あ
る
十
三
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。 

中
学
生
徒
会
執
行
部
で
は
、
様
々
な
行
事
の
企
画
、

運
営
を
行
っ
て
お
り
、
と
て
も
忙
し
い
で
す
。 

 

で
す
が
、
よ
り
よ
い
学
校
生
活
の
た
め
に
努
力
し
て
い

る
と
思
う
と
、
苦
労
も
楽
し
さ
に
変
わ
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
「自
分
か
ら
何
か
を
す
る
」と
い
う
貴
重
な

体
験
が
で
き
、
成
功
し
た
と
き
の
達
成
感
も
得
ら
れ
ま

す
。 

 

皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に
「河
瀬
中
学
校
」を
つ
く

っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。 

  

先
輩
方
へ 

二
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
り
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

 

先
輩
方
が
引
退
さ
れ
、
私
た
ち
は
先
輩
方
の
よ
う
に

上
手
く
活
動
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
心
配
事
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
方
の
教
え
を
活
か
し
、

今
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
よ
り
よ
い
河
瀬
中
を
作
る
た
め

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

 

志
を
忘
れ
ず
に
、
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

 

執
行
部
一
同
、
こ
れ
か
ら
の
先
輩
方
の
ご
活
躍
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

                         

 
中
学
生
徒
会
執
行
部 



《活
動
内
容
》 

 

私
た
ち
生
徒
会
執
行
部
は
、
河
瀬
高
校
を
よ
り
よ
い

学
校
に
す
る
た
め
、
学
校
行
事
の
企
画
・運
営
を
し
て
い

ま
す
。
総
務
班
・備
品
班
・会
計
班
・球
技
大
会
班
な
ど
、

行
事
に
沿
っ
た
班
に
所
属
し
、
一
人
一
人
が
各
自
の
役

割
に
責
任
を
持
っ
て
こ
な
し
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
「
荒
人
漈
」
と
呼
ば
れ
る
学
園
祭
の
企
画
・

運
営
で
す
。
例
年
は
七
月
に
開
催
し
て
い
た
荒
人
漈
を

二
〇
一
九
年
度
か
ら
は
六
月
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
文
化
祭
は
例
年
、
一
日
目
は
学
校
・二
日
目
は
ひ
こ

ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
の
み
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
二
〇
一
九
年
度
は
全
館
を
貸
し
き
り
、
三

つ
の
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
一
日
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
他
校
で
は
な
い
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他

に
も
、
月
に
一
度
校
門
付
近
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
す
る

こ
と
で
、
生
徒
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
た
り
、
学
校

周
辺
の
ご
み
拾
い
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

 

生
徒
会
執
行
部
は
、
行
事
の
前
後
の
期
間
は
忙
し
く

な
り
ま
す
が
、
や
り
が
い
が
あ
り
、
将
来
に
生
か
す
こ
と

の
で
き
る
様
々
な
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
す
が
、
行
事
の
と
き
以
外
は
活
動
が
比
較
的
少
な
く

な
る
た
め
、
他
の
部
活
と
の
兼
部
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
日
々
全
力
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

《先
輩
方
へ》 

こ
の
度
ご
卒
業
さ
れ
る
三
年
生
の
先
輩
方
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
、
不
安
で
一
杯
の
私
た
ち
を
、

優
し
く
も
厳
し
く
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
壮
行

会
や
学
園
祭
と
い
っ
た
大
き
な
催
し
を
、
多
少
の
失
敗

は
あ
り
ま
し
た
が
、
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
経
験
を
活
か
し
、
先
輩
方
の
引
退
後
も
、

数
々
の
催
し
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
が
先
輩
方
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
そ

れ
は
「自
分
で
考
え
る
」こ
と
で
す
。
最
善
を
自
分
た
ち

で
模
索
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。 

先
輩
方
が
引
退
さ
れ
、
私
た
ち
は
不
安
や
緊
張
を

抱
え
た
ま
ま
数
々
の
事
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
が
、
少

し
の
自
信
も
い
つ
の
間
に
か
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
拙
く

と
も, 日

々
研
鑽
を
積
み
重
ね
る
私
た
ち
の
成
長
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
お
時
間
が
あ
れ
ば
、
是
非
、
い
つ
で
も
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
生
徒
会
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
の
ご
活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
心
中
を
思
う
と
、
新
し
く
始
ま
る
世
界
へ
の

理
想
の
翼
を
は
た
め
か
せ
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
い
る

方
も
い
れ
ば
、
未
知
の
世
界
が
怖
い
と
か
、
恐
ろ
し
い
と

か
、
不
安
と
か
、
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
か

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
は
ま
っ
た
く
関
係
あ
り
ま
せ

ん
！ 

目
指
す
べ
き
は
、
卒
業
し
た
と
き
に
、
こ
の
学
校

で
よ
か
っ
た
な
あ
、
と
思
え
る
よ
う
な
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
で
す
。 

 

さ
て
、
そ
ん
な
全
校
生
徒
の
か
く
あ
る
べ
き
姿
を
実

現
す
べ
く
、
日
々
奔
走
し
て
い
る
の
が
、
私
達
生
徒
会

執
行
部
で
、
高
校
一
年
、
二
年
と
計
二
十
五
人
が
所
属

し
て
い
ま
す
。 

 

生
徒
会
で
の
業
務
は
、
将
来
に
通
用
す
る
ス
キ
ル
を

取
得
で
き
る
う
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
理
想

の
自
分
像
を
追
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
観
客
サ
イ

ド
か
ら
、
運
営
サ
イ
ド
へと
視
点
が
変
わ
る
と
い
う
の
は
、

と
て
も
新
鮮
で
す
し
、
間
違
い
な
く
す
ば
ら
し
い
経

高
校
生
徒
会
執
行
部 



験
を
得
る
こ
と
に
繋
が
る
で
し
ょ
う
。

少
し
で
も
興
味
を
持
っ
た
方
は
、
是
非
生
徒
会
へ
と

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

      

 

 
 



 荒人漈 2018 

  「The Best of Adventure ～平成最後の大決戦～」 

 

１団：緑 (高校 3-1，高校 2-3，高校 1-4，中学 1-1) 

「Never land」 

２団：赤 (高校 3-2，高校 2-5，高校 1-5，中学 3-1) 

 「Heart Beat」 

３団：桃 (高校 3-3，高校 2-6，高校 1-2，中学 3-2) 

「百花繚乱」 

４団：黄 (高校 3-4，高校 2-4，高校 1-3，中学 1-2) 

「ambitions」 

5団：青 (高校 3-5，高校 2-1，高校 1-1，中学 2-2) 

「Universe～Adventure to hundreds of millions of light years away～」 

 

６団：紫 (高校 3-6，高校 2-2，高校 1-6，中学 2-1) 

「Dream Fantasia」 

2018 荒神漈 各団テーマ 



 

文化祭 2018 
    

 

  中学合唱部門(中１・中２対象) 

最優秀賞：中 2 年２組 

優秀賞：中 1 年 2 組 

 

   中高演劇部門(中３・高２対象) 

 

１位：２年６組 

２位：中学３年 

３位：２年４組 

  

2018 荒神漈 各団のテーマ 2018 荒神漈 結果報告 

2018 荒神漈 結果報告 



文化祭 2018 

   

 

  高校１年参加型展示部門 

１位：１年５組 

２位：１年２組 

３位：１年４組 

高校 3 年模擬店部門 

１位：３年１組 (セブンイレブン) 

２位：３年２組 (あらびか) 

３位：３年３組 (ミスタードーナツ) 

  

2018 荒神漈 結果報告 



体育祭 2018 

  体育祭総合順位 

１位：１団(緑色) (高校 3-1，高校 2-3，高校 1-4，中学 1-1) 

２位：３団(桃色) (高校 3-3，高校 2-6，高校 1-2，中学 3-2) 

３位：5 団(青色) (高校 3-5，高校 2-1，高校 1-1，中学 2-2) 

 

  荒人漈総合順位 

１位：１団(緑色) (高校 3-1，高校 2-3，高校 1-4，中学 1-1) 

２位：３団(桃色) (高校 3-3，高校 2-6，高校 1-2，中学 3-2) 

３位：２団(赤色) (高校 3-2，高校 2-5，高校 1-5，中学 3-1) 

 

2018 荒神漈 結果報告 



「不
撓
不
屈
の
精
神
」 

 
 

今
年
度
の
軌
跡
は
い
か
が
で
し
た
か
。
今
年
も
無
事

に
軌
跡
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
成
に
携

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
、
軌
跡
班
、
各
部
長
、
そ
し
て
先
生

方
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

改
め
て
、
完
成
し
た
こ
の
軌
跡
を
見
る
と
、
ク
ラ
ス

一
丸
と
な
っ
て
優
勝
を
目
指
し
、
ま
た
、
生
徒
会
の
一

員
と
し
て
そ
の
運
営
や
進
行
に
携
わ
っ
た
「荒
人
祭
」が

一
番
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
私
は
こ
の
生
徒
会
執
行
部

に
所
属
し
た
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
「最
後
ま
で
努
力
し
続
け
る
こ
と
」が
何

よ
り
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
会
は
荒
人
祭
の

運
営
・企
画
の
た
め
に
、
準
備
期
間
中
に
ク
ラ
ス
と
は
別

に
集
ま
り
ま
す
。
生
徒
会
に
所
属
し
て
初
め
て
の
荒
人

祭
を
迎
え
た
年
は
、
「こ
ん
な
に
準
備
や
進
行
の
練
習
を

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
」、
と
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
々
、
何
度
も
繰
り
返
し
練
習

を
し
た
分
、
当
日
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
、

終
わ
っ
た
時
の
達
成
感
は
、
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
素
晴

ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
生
徒
会
が
携
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

で
は
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、

「最
後
ま
で
努
力
し
続
け
る
こ
と
」で
「不
撓
不
屈
の
精

神
」
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
輩
方
が
引
退
さ

れ
て
、
私
た
ち
の
学
年
が
後
輩
を
引
っ
張
っ
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
今
、
不
安
な
こ
と
は
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
先
様
々
な
壁
に
当
た
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
最

後
ま
で
諦
め
ず
努
力
し
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

生
徒
会
執
行
部
軌
跡
班
班
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鍜
治
本 

隼
斗 

  

「一
年
を
振
り
返
っ
て
」 

 
今
年
度
の
奇
跡
は
い
か
が
で
し
た
か
？
満
足
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

こ
の
軌
跡
の
編
集
を
通
し
て
、
僕
が
本
校
に
入
学
し
て

か
ら
、
も
う
一
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
は
、
振
り
返
る
と
、
本
当
に

早
く
、
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
高
校
か
ら
河
瀬
に

入
学
し
た
高
入
生
で
、
こ
の
「軌
跡
」
な
ど
を
始
め
、
生

徒
会
執
行
部
の
活
動
は
、
初
め
て
の
事
ば
か
り
で
し
た
。

生
徒
会
執
行
部
の
活
動
は
、
学
園
祭
で
は
、
準
備
か
ら

当
日
の
運
営
を
始
め
、
片
づ
け
ま
で
を
、
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
体
育
祭
の
準
備
は
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
皆
で
協

力
し
、
自
分
か
ら
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
つ
つ
新

た
な
学
び
を
得
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
軌
跡
の
作
成
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

生
徒
会
執
行
部
軌
跡
班 

内
田 

翔
貴 

            

本
年
度
の
軌
跡
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
全
校
生

徒
の
皆
様
、
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

生
徒
会
執
行
部
編
集
班
一
同 

 

    
 

編
集
後
記 


